
は
じ
め
に

　

遠
江
国
敷
知
郡
入
野
村
の
龍
雲
寺
（
浜
松
市
西
区
）
は
、
木
寺
宮
を
開
基
と
す
る
臨

済
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
木
寺
宮
と
は
、
大
覚
寺
統
の
後
二
条
天
皇
皇
太
子
邦
良
親
王
の

長
男
康
仁
親
王
（
一
三
二
〇-

五
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
一
三
三
一
年
に
持
明
院
統
の

光
厳
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
康
仁
親
王
は
両
統
迭
立
に
よ
っ
て
皇
太
子
と
な
っ
た
が
、

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
と
後
醍
醐
の
復
権
に
よ
っ
て
皇
太
子
を
廃
さ
れ
た
。
龍
雲
寺
の
由
緒

に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
康
仁
親
王
は
遠
江
国
に
下
向
し
、
入
野
に
御
殿
と
寺
院
を
建
て

た
と
い
う
。
時
代
が
下
っ
た
戦
国
期
に
は
、
入
野
に
康
仁
親
王
の
子
孫
の
木
寺
宮
が
居

住
し
て
い
た
と
す
る
が
、『
浜
松
市
史
』
で
は
「
大
覚
寺
統
の
木
寺
宮
の
傍
系
が
滞
在

し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得
よ
う
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る（
１
）。
そ
の
よ
う
な
中
、
赤

坂
恒
明
氏
は
戦
国
期
に
木
寺
宮
が
入
野
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
木
寺

宮
を
史
上
唯
一
の
「
戦
国
期
在
国
皇
族
領
主
」
と
位
置
付
け
た（
２
）。
し
か
し
、
木
寺

宮
は
天
正
期
に
断
絶
し
、
龍
雲
寺
も
一
七
世
紀
末
ま
で
独
住
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
近

世
前
期
に
は
戦
国
期
の
木
寺
宮
の
実
像
す
ら
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
で
は
近
世
社

会
の
中
で
木
寺
宮
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

近
年
の
由
緒
研
究
で
は
、
由
緒
は
諸
集
団
が
主
体
的
・
選
択
的
に
行
う
歴
史
意
識
の

表
出
で
あ
り
、
由
緒
の
形
成
が
社
会
的
・
政
治
的
に
強
い
影
響
を
持
つ
と
す
る（
３
）。

木
寺
宮
の
由
緒
形
成
の
主
体
は
何
か
、
そ
の
歴
史
意
識
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
、
主
に
龍
雲
寺
に
残
さ
れ
た
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。

近
世
遠
江
に
お
け
る
親
王
由
緒
―
木
寺
宮
を
め
ぐ
っ
て
―

西
田
　
か
ほ
る

文
化
政
策
学
部　

国
際
文
化
学
科

一
、
武
田
家
朱
印
状
と
家
康
判
物

　

戦
国
期
の
木
寺
宮
は
、
次
の
二
つ
の
史
料
に
よ
り
理
解
さ
れ
て
き
た
。

【
史
料
１
】（
４
）

　
　
　
　
　

定

其
家
中
之
貴
賤
、
軍
役
退
屈
ニ
付
而
令
欠
落
、
叨
徘
徊
之
由
沙
汰
之
限
也
、
早
理

当
主
人
可
召
還
、
若
有
申
旨
者
、
被
聞
召
届
、
重
而
可
被
加
御
下
知
之
由
、
所
被

仰
出
也
、
仍
如
件

　
　
　

天
正
八
年
庚
辰　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
部
尾
張
守
奉
之

　
　
　
　
　

三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
津
中
務
少
輔
殿

　

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
三
月
に
武
田
家
か
ら
赤
津
中
務
少
輔
に
宛
て
た
朱
印
状
の

写
で
あ
る
。
家
臣
が
軍
役
を
忌
避
し
て
逃
亡
し
た
こ
と
に
対
し
、
現
在
の
主
人
に
断
っ

て
召
し
返
す
様
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
赤
津
中
務
少
輔
」
は
康
仁
親
王
子
孫
の
木

寺
宮
八
世
で
あ
り
、
木
寺
宮
は
武
田
家
に
通
じ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

武
田
家
朱
印
状
か
ら
二
ヶ
月
後
の
五
月
に
、
家
康
は
「
御
局
」
に
宛
て
次
の
判
物
を

出
し
て
い
る
。

【
史
料
２
】（
５
）

遠
江
国
浜
松
庄
入
野　

御
本
所
領
之
内
山
林
等
幷
龍
雲
寺
之
事
、　

御
代
々
為
御

祈
願
寺
之
条
、
彼
寺
領
西
町
田
・
東
山
田
・
里
郷
田
畠
・
門
前
在
家
居
屋
敷
等
、

号
瑞
椿
住
寺（
持
）御
譲
之
上
者
、
寺
務
少
も
他
所
江
割
分
之
儀
不
可
有
之
也
、
如
前
々

永
不
可
有
相
違
、
将
又　

大
宮
様
御
一
世
之
間
者
、
何
之　

御
宮
達
雖
被
仰
事
有

　
遠
江
国
敷
知
郡
入
野
村
の
龍
雲
寺
は
、
後
二
条
天
皇
の
孫
康
仁
親
王
を
開
基
と
す
る
。
康
仁
親
王
の
子
孫
で
あ
る
木
寺
宮
は
戦
国
期
に
入
野
村
に
居
住
し
、
戦
国
大
名
武
田
家
に
味
方
し
て
徳
川
家

と
戦
か
っ
た
が
、
家
康
か
ら
龍
雲
寺
を
安
堵
さ
れ
た
と
い
う
由
緒
を
も
つ
。
た
だ
し
、
そ
の
後
木
寺
宮
は
断
絶
し
、
龍
雲
寺
も
住
職
が
い
な
い
状
況
が
続
い
た
た
め
、
江
戸
時
代
の
前
期
に
は
木
寺
宮

の
実
態
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
の
様
な
中
で
、
地
誌
の
作
成
や
幕
府
の
古
文
書
調
査
、
明
治
期
の
陵
墓
調
査
な
ど
を
通
じ
て
木
寺
宮
の
由
緒
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
近
世
社
会
の
中
で
木

寺
宮
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
主
に
龍
雲
寺
に
残
さ
れ
た
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
考
え
る
。
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之
、
大
宮
様
可
任
御
意
旨
、
可
有
御
心
得
者
也
、
仍
如
件

　
　
　

天
正
八
庚
辰
年

　
　
　
　
　

五
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
康
（
花
押
）

　
　
　
　

御
局

　

本
所
領
の
う
ち
山
林
等
と
龍
雲
寺
領
に
つ
い
て
、
西
町
以
下
の
寺
領
を
瑞
椿
と
い

う
住
持
に
譲
っ
た
か
ら
に
は
、
寺
務
を
他
所
へ
渡
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た

大
宮
様
が
存
命
の
間
は
大
宮
様
の
意
思
に
任
せ
る
と
あ
る
。
こ
の
「
大
宮
様
」
が
赤

津
中
務
少
輔
で
あ
り
、
瑞
椿
は
そ
の
子
（
あ
る
い
は
弟
）
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

武
田
家
に
味
方
し
た
赤
津
は
、
そ
の
後
徳
川
家
に
帰
し
、
家
康
判
物
を
得
た
と
い

う
の
が
、【
史
料
１
】【
史
料
２
】
を
通
じ
て
の
理
解
で
あ
る
。
な
お
、
木
寺
宮
は
天

正
八
年
一
〇
月
に
は
退
転
し
た
と
い
う
。

二
、「
随
庵
見
聞
録
」
と
桜
井
家
の
由
緒

二-

一
　「
随
庵
見
聞
録
」
に
み
る
木
寺
宮

　

近
世
に
お
け
る
木
寺
宮
に
関
す
る
記
事
の
初
見
は
、「
随
庵
見
聞
録
」
で
あ
る（
６
）。

浜
松
藩
主
青
山
和
泉
守
の
命
に
よ
り
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
に
藩
士
永
井
随
庵

が
浜
名
湖
周
辺
の
村
々
を
巡
歴
し
、
古
老
の
話
を
聞
き
、
古
文
書
を
写
し
て
ま
と
め

た
地
誌
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
入
野
村
は
「
本
所
方
是
ハ
木
寺
ノ

宮
ノ
知
行
分
・
地
頭
方
・
国
方
」

の
三
つ
に
分
か
れ
、
木
寺
宮
が
出
奔
し
た
後
は
、
本
所
方
は
桜
井
太
郎
兵
衛
、
地
頭

方
は
小
多
喜
伊
左
衛
門
、
国
方
は
太
郎
兵
衛
が
支
配
し
、
こ
の
三
人
が
「
七
ヶ
條
之

御
証
文
」
を
所
持
し
て
い
る
と
し
た
。
桜
井
太
郎
兵
衛
の
先
祖
は
桜
井
源
兵
衛
と
い

い
、
そ
の
子
善
兵
衛
は
松
平
左
馬
亮
（
浜
松
藩
主
・
慶
長
六
～
一
四
年
）
の
代
官
で

あ
っ
た
。
ま
た
源
兵
衛
は
木
寺
宮
の
親
族
で
、
木
寺
宮
が
武
田
方
に
内
通
し
た
際
に

甲
州
か
ら
来
た
証
文
を
奪
っ
て
異
見
を
言
っ
た
た
め
、
木
寺
宮
は
信
州
へ
出
奔
し
、

桜
井
は
居
残
っ
て
本
所
方
の
支
配
を
し
た
と
い
う
。「
随
庵
見
聞
録
」
に
は
、
天
正

一
七
年
の
「
入
野
本
所
方
百
姓
等
」
宛
七
ヶ
条
証
文
と
、【
史
料
１
】
武
田
家
朱
印

状
、
酒
井
忠
次
の
書
状
二
通
の
う
ち
一
通
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
木
寺
之
宮
と
言
ハ
堀
江
ノ
大
澤
一
家
ト
相
聞
へ
申
候
」
と
し
、
こ
の

子
孫
を
豊
田
源
太
夫
（
小
笠
原
遠
江
守
殿
内
千
三
百
石
）、
飯
尾
弥
一
右
衛
門
（
小

笠
原
壱
岐
守
殿
内
）
と
す
る
が
、「
追
而
可
考
事
」
と
記
す
。
大
澤
は
藤
原
頼
宗
の

子
孫
基
秀
を
祖
と
し
、
一
四
世
紀
半
ば
に
遠
江
国
堀
江
へ
移
っ
た
家
で
あ
る
。
大
澤

基
胤
（
一
五
二
六-

一
六
〇
五
）
の
妻
が
木
寺
宮
（
法
名
・
龍
雲
院
）
の
女
で
あ
っ

た
。
基
胤
は
天
文
一
〇
年
（
一
五
四
一
）
に
叙
爵
と
同
時
に
侍
従
に
任
じ
ら
れ
、
在

国
の
堂
上
公
家
と
認
識
さ
れ
て
お
り（
７
）、
子
基
宿
（
一
五
六
九-

一
六
四
二
）
は
家

康
の
将
軍
宣
下
の
儀
式
に
携
わ
っ
た
後
、
高
家
と
し
て
門
跡
・
諸
公
家
の
往
来
や
朝

鮮
・
琉
球
使
節
な
ど
の
披
露
役
を
勤
め
た（
８
）。
木
寺
宮
が
大
澤
一
家
で
あ
る
と
の

認
識
は
、
朝
廷
と
の
関
わ
り
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
随
庵
見
聞
録
」
に
は
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
木
寺
宮
（
龍
雲
院
）
の
女
の
一
人
は
信
濃
国
伊
那
郡
知
久
を
本
領

と
す
る
知
久
頼
氏
の
妻
で
あ
っ
た
。
頼
氏
は
家
康
家
臣
と
な
っ
て
酒
井
忠
次
に
属
し

た
が
、
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
に
浜
松
に
お
い
て
自
殺
を
し
、
井
伊
谷
龍
潭
寺

に
葬
ら
れ
た（
９
）。
木
寺
宮
が
信
州
へ
出
奔
し
た
と
い
う
の
は
、
知
久
氏
か
ら
の
連

想
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
随
庵
見
聞
録
」
で
は
、
木
寺
宮
と
武
田
家
の
関
係
は
詳
述
す
る
が
、
家
康
判
物

に
つ
い
て
も
、
康
仁
親
王
に
つ
い
て
も
触
れ
て
は
い
な
い
。
随
庵
は
木
寺
宮
が
桜
井

家
の
親
族
で
あ
り
大
澤
の
一
家
で
あ
る
こ
と
を
伝
聞
と
し
て
記
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

二-

二
　
桜
井
家
の
由
緒

　
「
随
庵
見
聞
録
」
に
あ
っ
た
入
野
村
の
桜
井
太
郎
兵
衛
は
、
元
禄
一
〇
年

（
一
六
九
七
）、
三
州
岡
崎
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
の
満
性
寺(

真
宗)

に
宛
て
、
次
の

覚
を
出
し
た
。

【
史
料
３
】（
⓾
）

　
　
　
　
　

覚

一
、
遠
州
敷
知
郡
入
野
村
桜
井
太
郎
兵
衛
先
祖
者
桜
井
源
兵
衛
与
申　

家
康
公
御

存
知
之
者
、
入
野
村
ニ
木
寺
宮
与
申
四
百
石
之
所
ヲ
領
知
被
成
、
則
本
所
方
与

申
候
、
此
源
兵
衛
者
宮
之
末
葉
ニ
而
、
其
時
家
老
職
相
勤
罷
有
候
、
源
兵
衛
妻

者　
　

酒
井
左
衛
門
尉
様
御
袋
様
御
所
縁
故
、
幼
少
よ
り
御
念
比
ニ
御
存
知
之

者
ニ
而
御
座
候
へ
共
、
木
寺
之
宮
江
局
を
相
勤
、
後
源
兵
衛
妻
ニ
罷
成
候
、
右

之
御
縁
御
座
候
故　

酒
井
左
衛
門
尉
様
別
而
御
念
比
之
御
儀
ニ
而
諸
事
御
用
等

被
仰
付
候

一
、
家
康
公
与
勝
頼
天
正
八
年
御
取
合
之
時
分
、　

家
康
公
よ
り
木
寺
之
宮
へ
軍

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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役
被
出
候
様
ニ
与
被
仰
遣
候
へ
者
、
兼
而
宮
者
勝
頼
江
御
一
味
之
志
御
座
候
故
、

　

家
康
公
へ
御
同
心
無
之
、
勝
頼
江
御
味
方
可
被
成
由
家
中
百
姓
等
及
聞
、

方
々
へ
落
失
申
候
、
其
時
宮
よ
り
勝
頼
へ
右
之
趣
被
仰
遣
候
へ
者
、
其
為
御
返

事
勝
頼
之
朱
印
宮
へ
参
候
、
私
尓
今
所
持
仕
候
、
則
別
紙
写
懸
御
目
候

一
、
宮
源
兵
衛
ニ
被
仰
候
者
、
今
度
勝
頼
方
へ
加
勢
ニ
子
共
両
人
遣
候
へ
与
被
申

候
、
其
時
源
兵
衛
申
候
ハ
、
浜
松
之
御
旗
下
ニ
罷
有
ニ
而
左
様
成
儀
者
不
存
寄

与
申
候
へ
者
、
其
よ
り
宮
者
源
兵
衛
ニ
御
隠
れ
、
浦
よ
り
舩
ニ
而
御
落
被
成
候
、

其
節
浜
松　

家
康
公
へ
右
之
趣
言
上
申
候
へ
者
、
其
よ
り
本
所
四
百
石
之
所
百

姓
頭
被　

仰
付
、
後
ニ
七
箇
条
之
御
証
文
被
成
下
、
尓
今
所
持
仕
候

一
、
其
後　

酒
井
左
衛
門
尉
様
参
州
吉
田
ニ
御
在　

城
之
時
、
当
国
入
野
者
本
所

方
・
地
頭
方
・
国
方
与
申
、
千
七
石
之
所
御
加
増
罷
成
候
、
則
御
家
来
衆
之
御

状
壱
通
御
座
候
、
写
懸
御
目
申
候
、
疋
田
助
右
衛
門
与
御
座
候
、
宛
所
者
見
不

申
候

一
、
御
判
御
座
候
御
状
之
写
、
当
春
進
申
候
間
、
此
度
者
残
之
御
紙
面
写
懸
御
目

申
候
、
粗
覚
申
候
分
右
之
通
ニ
御
座
候
、
元
祖
源
兵
衛
よ
り
私
迄
四
代
ニ
罷
成

候
、
親
迄
者
庄
屋
役
相
勤
申
候
へ
共
、
段
々
身
代
衰
只
今
者
庄
屋
掛
茂
不
仕
候
、

重
而
御
尋
之
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
江
戸
等
迄
御
証
文
持
参
仕
可
申
候
、
委
細
朝
日

山
神
田
兵
右
衛
門
殿
迄
被　

仰
遣
可
被
下
候
、
已
上

　
　
　
　
　

元
禄
十
年

　
　
　
　
　
　
　

丑
四
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州
入
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
井
太
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　

三
州
岡
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
性
寺
様

　

三
条
目
ま
で
の
内
容
を
確
認
す
る
。
ま
ず
入
野
村
の
桜
井
太
郎
兵
衛
の
先
祖
は
源

兵
衛
と
い
い
、
家
康
「
御
存
知
」
の
者
と
す
る
。
源
兵
衛
は
入
野
村
本
所
方
四
〇
〇

石
を
領
知
す
る
木
寺
宮
の
末
葉
で
あ
り
、
宮
の
家
老
職
を
勤
め
て
い
た
。
妻
は
酒
井

左
衛
門
尉
の
母
に
所
縁
の
者
で
、
木
寺
宮
の
局
を
勤
め
た
後
、
源
兵
衛
の
妻
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
源
兵
衛
は
酒
井
と
懇
ろ
で
あ
り
、
諸
事
御
用
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。

ま
た
天
正
八
年
に
家
康
と
勝
頼
が
争
っ
た
際
、
勝
頼
へ
味
方
す
る
こ
と
に
し
た
木
寺

宮
は
、
源
兵
衛
に
勝
頼
へ
の
加
勢
と
し
て
子
ど
も
二
人
を
遣
わ
す
よ
う
言
っ
た
が
、

源
兵
衛
は
子
ど
も
が
浜
松
の
旗
下
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
っ
た
。
宮
が
源

兵
衛
か
ら
隠
れ
て
船
で
逃
げ
た
こ
と
を
家
康
へ
伝
え
る
と
、
源
兵
衛
は
本
所
四
〇
〇

石
の
百
姓
頭
を
命
じ
ら
れ
、
七
ヶ
条
の
証
文
を
下
さ
れ
た
。

　

こ
の
覚
は
、
い
わ
ば
桜
井
家
の
由
緒
書
で
あ
る
。
こ
の
中
で
源
兵
衛
の
妻
は
「
酒

井
左
衛
門
尉
様
御
袋
様
御
所
縁
」
の
者
で
あ
り
、
木
寺
宮
の
「
局
」
を
勤
め
て
い
た

と
す
る
。【
史
料
２
】
家
康
判
物
の
宛
所
「
御
局
」
は
桜
井
源
兵
衛
の
妻
で
あ
る
と

し
た
の
で
あ
る
。「
随
庵
見
聞
録
」
に
は
、
酒
井
忠
次
か
ら
桜
井
に
宛
て
た
書
状
が

一
通
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
面
の
最
後
に
は
「
女
方
衆
へ
も
子
息
へ
も
此
由
申

度
候
」
と
あ
り
、
酒
井
が
桜
井
の
家
内
と
も
昵
懇
で
あ
っ
た
よ
う
に
読
め
る
。
源
兵

衛
の
妻
が
酒
井
所
縁
の
者
で
あ
り
、
局
を
勤
め
た
と
い
う
根
拠
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

二
条
目
で
は
、
天
正
八
年
に
木
寺
宮
が
勝
頼
へ
味
方
す
る
と
言
う
と
、
家
中
や
百

姓
な
ど
が
方
々
へ
落
失
し
た
の
で
、
そ
れ
を
勝
頼
に
伝
え
る
と
、「
御
返
事
勝
頼
之

朱
印
、
宮
へ
参
候
」
と
あ
る
。
こ
の
返
事
が
、【
史
料
１
】
武
田
家
朱
印
状
で
あ
る
。

家
中
や
百
姓
ら
が
落
失
し
た
と
す
れ
ば
、
人
返
し
の
文
書
を
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
武
田
家
朱
印
状
は
「
私
尓
今
所
持
仕
候
」
と
あ
る
。「
随
庵
見
聞
録
」
に
武

田
家
朱
印
状
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
桜
井
家
が
そ
れ
を
所
蔵
し
て
い
た
た
め
で

あ
っ
た（
⓫
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
桜
井
太
郎
兵
衛
は
木
寺
宮
が
本
所
方
の
領
主
で

あ
っ
た
こ
と
、
桜
井
家
は
木
寺
宮
の
末
葉
で
あ
り
、
天
正
期
に
は
宮
の
家
老
職
を
勤

め
て
い
た
こ
と
、
そ
の
う
え
で
、
源
兵
衛
の
妻
が
木
寺
宮
の
局
で
あ
っ
た
と
し
た
の

で
あ
る
。
た
だ
し
【
史
料
３
】
の
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

右
之
通
丑
ノ
八
月
廿
九
日
ニ
満
性
寺
よ
り
酒
井
小
平
次
様
へ
上
ケ
被
申
候
、
此

由
緒
書
之
内
源
兵
衛
妻
宮
様
へ
局
ヲ
相
勤
ト
申
義
難
心
得
候

右
酒
井
殿
状
二
通
、
疋
田
助
右
衛
門
殿
状
一
通
、
太
郎
兵
衛
方
ニ
所
持
致
候

　

こ
の
文
書
は
、
桜
井
太
郎
兵
衛
が
満
性
寺
を
通
じ
て
酒
井
小
平
次
へ
出
し
た
文
書

を
龍
雲
寺
が
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
龍
雲
寺
は
源

兵
衛
の
妻
が
木
寺
宮
の
局
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
を
「
難
心
得
」
と
し
た
。

　

文
書
の
提
出
先
で
あ
る
酒
井
小
平
次
は
、
忠
次
五
男
忠
知
を
祖
と
す
る
二
千
石
の

旗
本
、
忠
隆
で
あ
ろ
う（
⓬
）。
酒
井
家
側
か
ら
の
働
き
か
け
で
こ
の
文
書
が
作
成
さ

れ
た
と
す
れ
ば
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
遺
跡
を
継
い
だ
小
平
次
が
、
自
ら
の

来
歴
を
調
査
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
酒
井
家
は
三
河
出
身
の
家
康
旧
臣
で
あ
る
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こ
と
か
ら
、
岡
崎
の
満
性
寺
へ
由
緒
を
尋
ね
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
に
は
、
大
澤
氏
も
龍
雲
寺
へ
由
緒
を
問
い
合
わ
せ
て
お
り（
⓭
）、
こ

の
時
期
、
武
士
の
間
で
由
緒
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

ま
た
桜
井
太
郎
兵
衛
が
文
書
の
提
出
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
は
、
村
内
に
お
け
る
自

ら
の
立
場
を
示
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
元
祖
源
兵
衛
か
ら
太
郎
兵
衛
の
親
ま
で
は
庄
屋

役
を
務
め
た
が
、
身
代
が
衰
へ
庄
屋
も
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
龍
雲
寺
が
こ
の
文
書
を
写
し
た
の
に
も
理
由
が
あ
る
。
龍
雲
寺
は
天
正
八
年

に
住
持
と
な
っ
た
瑞
椿
が
没
し
て
以
後
、
法
類
の
山
崎
村
安
寧
寺
（
浜
松
市
西
区
山

崎
）
が
兼
務
し
て
い
た
が
、
元
禄
八
年
前
後
に
鳳
随
和
尚
が
龍
雲
寺
の
独
住
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
あ
ら
た
め
て
寺
の
由
緒
を
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
大
岡
越
前
守
に
よ
る
古
文
書
調
査

　

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）、
徳
川
吉
宗
は
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
に
命
じ
、
諸
国

の
古
文
書
を
採
訪
さ
せ
た（
⓮
）。
そ
の
範
囲
は
、
甲
斐
、
信
濃
、
武
蔵
、
相
模
、
伊

豆
、
遠
江
、
三
河
に
及
ん
だ
。
そ
の
時
、
龍
雲
寺
か
ら
大
岡
越
前
守
へ
差
し
出
し
た

文
書
の
写
が
次
で
あ
る
。

【
史
料
４
】（
⓯
）　
（
○
番
号
は
筆
者
）

①
元
文
五
年
申
六
月
・
寛
保
元
年
酉
四
月　

右
両
度
公
儀
江
指
出
シ
候
写
、
大
切

ニ
い
た
し
可
申
候

②
（
天
正
八
年　

家
康
よ
り
御
局
宛
判
物
写　

略
）

③　
　

御
断
書
之
覚

一
、
権
現
様
御
定
書
之
場
所
ニ
而
百
壱
石
被
下
置
候
、
右
を
慶
長
八
年　

御
朱

印
ニ
御
直
シ
被
下
置
候
節
、
住
持
不
調
法
ヶ
間
鋪
儀
仕
候
歟
、
御
役
人
中
よ

り
御
判
出
候
迄
者
御
堪
忍
分
ニ
拾
五
石
参
セ
候
と
之
御
添
状
ニ
而
、
百
壱
石

御
無
判
之
本
紙
被
下
置
候　

大
猷
院
様
御
在
世
之
節
御
願
申
上
候
得
者
、
任

天
正
八
年
五
月
廿
八
日
先
判
之
旨
候
と
之　

御
文
言
ニ
而
、
右
拾
五
石
を

　

御
朱
印
ニ
御
直
シ
被
下
置
候
、
勿
論
田
畠
者　

御
定
書
之
場
所
ニ
而
少
々

宛
尓
今
頂
戴
仕
候
、
尤　

御
定
書
ハ
御
代
々
御
朱
印
御
続
目
之
節
差
上
ヶ
来

り
申
候
、
為
念
如
此
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州
浜
松
庄
入
野
村

　
　
　
　
　

元
文
五
年
申
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
寺
（
印
）

　
　
　
　
　
　

寺
社
御
奉
行
所

④
右
ハ
申
五
月
権
現
様
御
定
書
御
尋
ニ
付
、
右
御
条
目
幷
御
断
書
右
之
通
寺
社
御

奉
行
大
岡
越
前
守
殿
江
指
出
シ
候
写
下
書

⑤
去
申
ノ
五
月
中　

御
朱
印
有
之
寺
院
江
従　
　

権
現
様
御
代
々
被
成
下
候
御
條

目
御
尋
ニ
付
、
則
写
御
指
越
早
速
寺
社
御
奉
行
所
江
差
出
候
、
然
所
此
度
従
大

岡
越
前
守
殿
御
尋
御
座
候
者
、
右
御
条
目
之
内
御
局
と
有
之
候
者
何
与
申
御
局

ニ
而
如
何
様
之
御
由
緒
ヲ
以　

御
朱
印
被
成
下
、
其
節
之
住
持
ハ
何
代
目
何
と

申
僧
ニ
而
候
哉
、
定
而
其
寺
ニ
記
録
等
も
可
有
之
候
得
者
、
右
之
趣
委
細
ニ
可

書
出
旨
被　

仰
渡
候
間
、
随
分
御
考
相
違
無
之
様
ニ
可
被
書
出
候
、
尤
急
御
用

之
由
左
様
御
心
得
可
被
成
候
、
已
上

　
　
　
　
　

辛
酉

　
　
　
　
　
　

三
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
府　

松
源
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
野
竜
雲
寺

　
（
後
欠
）

　

朱
印
を
所
持
す
る
寺
に
「
権
現
様
御
代
々
」
の
条
目
な
ど
が
あ
る
か
を
尋
ね
ら
れ

た
際
に
、
寺
社
奉
行
所
に
提
出
し
た
文
書
の
写
で
あ
る
。
龍
雲
寺
は
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
二
月
二
四
日
付
で
、
将
軍
家
光
か
ら
一
五
石
の
朱
印
状
を
得
て
い
る
。

朱
印
状
に
は
「
遠
江
国
敷
智
郡
龍
雲
寺
領
、
同
郡
浜
松
庄
入
野
村
内
拾
五
石
事
、
任

天
正
八
年
五
月
廿
八
日
先
判
之
旨
寄
附
之
訖
」（
⓰
）と
あ
り
、【
史
料
２
】
天
正
八
年

の
家
康
判
物
を
先
判
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
家
康
判
物
に
石
高
記
載
は
な
か
っ
た

が
、
慶
長
期
に
中
泉
代
官
伊
奈
忠
次
の
下
代
袴
田
善
兵
衛
が
、
龍
雲
寺
領
一
五
石
と

郷
中
の
神
領
三
石
、
寺
領
五
石
分
を
村
高
か
ら
引
く
こ
と
を
「
御
年
寄
中
」
に
宛
て

た
手
形
を
出
し
て
い
る（
⓱
）。
遠
江
国
に
お
い
て
は
伊
奈
忠
次
や
そ
の
下
代
が
出
し

た
黒
印
状
を
も
と
に
将
軍
の
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
時
の
高
が
朱
印
高

と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。【
史
料
４
】
③
に
お
い
て
、
龍
雲
寺
は
権
現
様
の
定
書

の
場
所
に
一
〇
一
石
を
与
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
の
朱
印
書

替
の
際
に
住
持
が
不
調
法
が
ま
し
い
こ
と
を
し
た
の
か
、
役
人
か
ら
堪
忍
分
と
し
て

一
五
石
と
「
百
壱
石
御
無
判
之
本
紙
」
を
下
し
置
か
れ
た
と
し
て
い
る（
⓲
）。
た
だ

し
伊
奈
や
袴
田
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
例
え
無
印
で
あ
っ
た
と
し
て
も
朱
印
状
の
本

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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紙
を
発
給
す
る
こ
と
は
難
し
い
は
ず
で
あ
る
。

　

龍
雲
寺
の
関
心
は
朱
印
石
高
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
大
岡
の
関
心
は
「
局
」

で
あ
っ
た
。
⑤
の
よ
う
に
、
翌
年
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
触
頭
の
松
源
寺
（
江
戸
牛
込

神
楽
坂
）
か
ら
局
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
次
の
由
緒
書
が
提
出
さ
れ
た
。

【
史
料
５
】（
⓳
）

　
　
　
　
　

遠
江
国
敷
智
郡
西
湖
山
龍
雲
寺
領
被
下
置
候
由
緒

一
、
木
寺
大
宮
様
者
後
二
条
院
之
皇
孫
ニ
而
御
座
候
由
、
拙
寺
東
北
之
谷
ニ
御

殿
御
建
立
被
遊
、
天
正
年
中
迄
年
数
多
御
在
居
被
遊
候
、
御
本
所
領
四
百
石

余
御
所
領
被
遊
候
儀
明
鏡
ニ
御
座
候
、
龍
雲
寺
依
為
御
祈
願
所
寺
領
被
為
附

候　

権
現
様
浜
松
御
在
城
節　

御
条
目
御
局
迄
被
進
候
由
、
右
御
局
之
御
名

御
尋
御
座
候
得
共
、
相
知
レ
不
申
候
、
龍
雲
寺
領
茂
御
条
目
之
通
如
前
々
無

相
違
寺
務
仕
罷
在
候
、
然
処
ニ
拙
僧
よ
り
拾
弐
代
以
前
宗
察
と
申
住
持　

御

条
目
被
下
置
候
由
緒
を
以　

御
朱
印
ニ
被
成
下
候
節
、
右
宗
察
無
不
調
法
仕

候
歟
、
伊
奈
備
前
守
殿
御
役
人
袴
田
善
兵
衛
殿
御
添
状
ニ
而　

御
判
出
候
迄

者
御
堪
忍
分
ニ
拾
五
石
参
セ
候
と
之
儀
ニ
而
、
百
壱
石　

御
無
判
之
御
本
紙

被
下
置
候
故
、
右
御
添
状
之
通
拾
五
石
寺
務
仕
候
、
其
以
後
拙
僧
よ
り
六
代

以
前
之
住
持
活
宗
右
之
由
緒
を
以
大
猷
院
様
江
御
朱
印
頂
戴
仕
度
旨
御
訴
訟

申
上
候
得
者
、
右
御
堪
忍
分
ニ
被
下
置
候
拾
五
石
を
慶
安
元
年
ニ　

御
朱
印

ニ
被
成
下
候
、
其
後　
　

御
代
々
御
朱
印
頂
戴
仕
来
候
、
此
度
御
尋
ニ
付
旧

記
之
通
言
上
如
此
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
州
入
野
村

　
　
　
　

寛
保
元
年
酉
四
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
寺
（
印
）

　
　
　
　

寺
社
御
奉
行
所

右
者
寺
社
御
奉
行
大
岡
越
前
守
殿
御
条
目
之
内
御
尋
ニ
付
、
右
之
通
由
緒
書

差
出
シ
候
写
幷
松
源
寺
江
返
翰
左
之
通
、
以
後
由
緒
書
等
御
尋
有
之
候
節
者

右
之
文
言
ニ
而
指
出
シ
可
申
候
、
旧
記
ニ
色
々
有
之
候
得
共
、
公
辺
江
者
右

之
通
を
可
用
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
峯
拝

去
ル
三
月
廿
八
日
之
示
教
四
月
五
日
ニ
落
掌
拝
誦
、
然
者
去
申
五
月
寺
社
御

奉
行
所
江
差
出
候
権
現
様
御
條
目
之
内
御
尋
ニ
而
御
座
候

一
、
御
條
目
之
内
御
局
と
御
座
候
者
、
木
寺
大
宮
様
之
御
局
と
の
ミ
申
伝
［　

］

　

旧
記
（
後
欠
）

　

御
局
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
龍
雲
寺
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
木
寺
大
宮
」
と
表

記
し
、
寺
社
奉
行
所
に
対
し
て
宮
が
後
二
条
院
の
皇
孫
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
龍

雲
寺
が
宮
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
た
め
に
家
康
の
条
目
が
出
さ
れ
た
と
し
つ
つ
も
、

「
御
局
」
の
名
前
に
つ
い
て
は
「
相
知
レ
不
申
」
と
し
た
。
龍
雲
寺
の
老
峯
和
尚
は
、

旧
記
に
は
色
々
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
今
後
由
緒
書
な
ど
の
尋
ね
が
あ
っ
た
場
合
に

は
同
様
に
答
え
る
よ
う
書
き
残
し
て
い
る
。
最
後
の
部
分
に
は
、
局
は
「
木
寺
大
宮

様
之
御
局
と
の
ミ
」
申
し
伝
え
る
と
し
、
具
体
的
な
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
。
元
禄

期
の
桜
井
家
の
由
緒
へ
の
対
応
を
含
め
、
龍
雲
寺
は
局
を
桜
井
源
兵
衛
の
妻
と
は
認

め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
局
を
桜
井
源
兵
衛
の
妻
と
す
る
こ
と
は
、
桜
井
家
の
本
所

方
に
対
す
る
権
限
や
木
寺
宮
と
武
田
家
と
の
繋
が
り
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
江
戸
幕

府
と
の
関
係
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
避
け
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当

然
、
こ
の
一
連
の
調
査
の
中
で
武
田
家
に
関
す
る
文
言
は
な
い
。

　

寺
社
奉
行
大
岡
に
よ
る
古
文
書
調
査
に
よ
っ
て
、
龍
雲
寺
は
家
康
判
物
の
説
明
を

迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
龍
雲
寺
は
局
に
つ
い
て
不
明
と
し
、
桜
井
家
に
も
言
及

し
な
か
っ
た
。
家
康
判
物
中
の
大
宮
に
つ
い
て
は
、
後
二
条
院
の
皇
孫
と
説
明
し
た

も
の
の
、
本
所
領
四
〇
〇
石
余
を
領
し
て
い
た
と
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
当
時
、
龍

雲
寺
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
木
寺
宮
の
由
緒
で
は
な
く
、
一
〇
一
石
の
寺
領

を
認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
家
康
と
の
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
国
学
者
に
よ
る
地
誌
と
由
緒
の
作
成

四-

一
　
内
山
真
龍
「
遠
江
国
風
土
記
伝
」

　

寛
政
一
〇
年
（
一
七
九
八
）
に
、
豊
田
郡
大
谷
村
（
浜
松
市
天
竜
区
大
谷
）
の
国

学
者
内
山
真
龍
が
「
遠
江
国
風
土
記
伝
」（
以
下
「
風
土
記
伝
」
と
略
す
）
を
著
し

た（
⓴
）。
入
野
村
の
記
述
で
は
、「
古
老
曰
」
と
し
て
、
入
野
が
後
二
條
院
の
皇
子
木

寺
宮
の
在
所
で
あ
る
と
し
、
そ
の
末
裔
が
永
禄
年
間
に
信
濃
国
に
逃
げ
た
と
す
る
。

さ
ら
に
真
龍
は
「
随
庵
見
聞
録
曰
」
と
し
て
、「
永
禄
中
木
寺
宮
私ヒ
ソ
カニ
通
於
甲
斐
国

武
田
氏
、
則
桜
井
奪
其
来
状
、
以
諫
言
於
宮
、
宮
不
能
用
、
而
永
禄
中
出
奔
于
信
濃
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国
矣
」
と
繰
り
返
す
。
し
か
し
「
随
庵
見
聞
録
」
に
は
木
寺
宮
が
出
奔
し
た
時
期
は

記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
永
禄
中
」
は
真
龍
の
見
解
で
あ
る
。
そ
の
直
後
に

天
正
八
年
の
武
田
家
定
書
【
史
料
１
】
を
載
せ
る
が
、「
赤
澤
中
務
少
輔
殿
」
に

「
傍
書
云
木
寺
宮
龍
雲
寺
殿
息
」
と
注
記
す
る
。
木
寺
宮
が
永
禄
中
に
出
奔
し
た
と

す
る
真
龍
は
、
赤
津
を
木
寺
宮
の
「
息
」
と
の
み
記
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
い
で
「
紹
運
録
」（
後
小
松
上
皇
の
命
に
よ
り
一
四
二
八
年
成
立
）
を
典
拠
と

し
、
東
宮
中
務
卿
木
寺
康
仁
親
王
か
ら
静
覚
法
親
王
ま
で
五
代
の
系
図
を
抄
出
し
て

い
る
。
国
学
者
に
よ
っ
て
天
皇
や
朝
廷
へ
関
心
が
向
け
ら
れ
る
中
で
、
真
龍
は
「
紹

運
録
」
を
利
用
し
、
康
仁
親
王
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
わ
ば
中
央
で
記
さ

れ
た
一
四
世
紀
の
親
王
の
記
事
と
地
方
の
伝
承
や
地
誌
が
連
動
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
龍
雲
寺
の
項
目
で
は
、「
朱
符
之
寺
田
高
拾
五
石
」
と
し
た
後
、
次
の
よ

う
に
記
す（
㉑
）。

【
史
料
６
】

寺
記
曰
、
旧
領
高
百
石
、
開
山
智
覚
普
明
国
師
、
嘉
慶
二
年
云
々
、
此
寺
後
二

條
院
皇
孫
木
寺
宮
之
御
願
所
也
、
宮
地
ノ
西
方
建
寺
置
位
牌
〇
御
二
條
院
皇
孫

当
山
開
基
龍
松
院
康
仁
親
王
木
寺
大
宮
尊
儀
、
○
姫
君
、
光
厳
院
殿
富
渓
芳
秀

大
禅
定
尼
、
○
妃
君
、
宝
勝
院
殿
月
窓
妙
桂
大
禅
定
尼
（
有
古
墓
無
名
）、
大

宮
之
御
子
長
男
佐
兵
衛
輔
、
中
男
宗
察
公
、
逃
世
龍
雲
寺
住
、
号
明
庵
察
公
首

座
禅
師
、
三
男
佐
（
右
ヵ
）兵
衛
輔
為
武
家

　

注
目
す
べ
き
は
、「
康
仁
親
王
木
寺
大
宮
」
の
位
牌
や
古
墓
、
そ
し
て
「
大
宮
」

の
子
に
つ
い
て
初
め
て
記
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
根
拠
は
不
明

で
あ
る
が
、
近
世
中
期
以
降
各
地
で
地
誌
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
地
域
や

家
の
由
緒
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
龍
雲
寺
も
「
風
土
記
伝
」
の
作
成
に
と
も
な
い
、

康
仁
親
王
を
中
心
と
し
た
「
寺
記
」
が
整
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四-

二
　
羽
田
野
敬
雄
「
康
仁
親
王
御
伝
」

　

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
三
河
国
渥
美
郡
羽
田
八
幡
宮
の
神
主
で
平
田
篤
胤
門

下
の
国
学
者
羽
田
野
敬
雄
（
一
七
九
八-

一
八
八
二
）
が
「
康
仁
親
王
御
伝　

抄
書
」

を
記
し
た（
㉒
）。

【
史
料
７
】

　
（
表
紙
）

「　
　

康
仁
親
王
御
伝　

抄
書　
　

」

　
　
　
　
　

明
治
二
巳
年
正
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
三
翁　

羽
田
埜
敬
雄
記
之

康
仁
親
王
御
伝

〇
大
日
本
史　

巻
之
九
十
八　

皇
子
伝

後
二
条
天
皇
ノ　

側
室
生 

ス二 

六
子 

ヲ一 

長
ハ　

康
仁
任 

ス二 

中
務
卿 

ニ一   

皇
胤
紹
運
録
・

尊
卑
分
脈

元
弘
元

年
光
厳
院
授
ル
ニ

　
　

以 

ス二 

親
王 

ヲ一   

歴
代
皇
記
十
一
月
立
テ　

為
　二

太
子 

ト一   

歴
代
皇
記
・
増

鏡
・
年
代
略
記
及 

テ四 

官

軍
攻 

ル
ニ

三 

　

北
條
仲
時
等
ヲ　

於 

ニ二 

京
都
　一

従 

ヒ
テ

二 

　

光
厳
院 

ニ一 

入 

ル二 

六
波
羅 

ニ一 

兵
敗
レ
テ

　
　

被
　レ

虜
与
　二

光
厳
院 

ト一 

併
セ　

廃
セ
ラ
ル

　
　
　 

太
平
記
・

増
鏡　

後
ニ　

居 

ス二 

木
寺 

ニ一   

皇
胤
紹

運
録

ト
ノ
ミ
有
テ
木
寺
ト　

云
テ
ハ

　
　

何
如
ト
モ
イ
ハ
ズ

○
皇
統
紹
運
録
（
略
）

○ 

武
徳
編
年
集
成
第
十
三
云　

天
正
元
年
三
月
ニ
南
帝
ノ
御
後
胤
木
寺
ノ
宮
ト

称
シ
遠
州
ニ
沈
落
シ
玉
ヒ
ケ
ル
ガ
、
浜
松
ヨ
リ
行
程
一
里
入
野
四
百
石
ノ
地

ヲ
四
十
年
以
来
領
知
シ
テ
住
居
セ
ラ
レ
シ
処
、
去
年
ヨ
リ
神
君
ヲ
欺
キ
信
玄

ニ
属
シ
玉
フ
故
、
頃
日
本
多
作
左
衛
門
従
兵
ヲ
遣
ハ
シ
是
ヲ
追
却
セ
シ
カ
バ
、

這
々
洛
陽
ヘ
走
り
幾
程
ナ
ク
卒
去
ア
リ
ト
云
々
、
木
寺
ノ
宮
ハ
津
島
宮
ノ
御

後
裔
ニ
ヤ

○ 

群
雄
割
拠
録
云　

徳
川
家
ハ
新
田
庶
流
ニ
テ
南
朝
ト
興
廃
ヲ
共
ニ
ス
ベ
キ
家

ナ
リ
、
東
照
宮
ノ
三
遠
ニ
勃
興
シ
玉
フ
ニ
当
リ
テ
其
封
内
ニ
南
朝
ノ
皇
胤
ノ

存
在
シ
玉
ヒ
シ
ハ
、
天
意
ト
モ
云
ヘ
キ
事
ナ
ル
ニ
、
封
内
ヲ
駆
逐
シ
テ
南
朝

ノ
血
胤
ヲ
絶
シ
ハ
没
体
ナ
キ
事
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
惜
ム
ヘ
キ
事
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
云
々

ト
云
リ

　
「
大
日
本
史
」
と
「
皇
統
紹
運
録
」（「
紹
運
録
」
に
同
じ
）
を
引
用
し
、
康
仁
親

王
に
つ
い
て
記
す
。
こ
こ
で
は
略
し
た
が
、「
皇
統
紹
運
録
」
は
「
風
土
記
伝
」
と

は
異
な
り
、
康
仁
親
王
の
子
ど
も
を
含
む
詳
細
な
記
述
で
あ
り（
㉓
）、
い
よ
い
よ
康

仁
親
王
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
半
は
、『
武
徳
編
年
集
成
』（
木
村
高

敦
、
元
文
五
年
刊
）（
㉔
）と
『
群
雄
割
拠
録
』（
太
田
錦
城
、
文
政
一
二
年
刊)

（
㉕
）に

よ
り
戦
国
期
の
木
寺
宮
に
つ
い
て
記
す（
㉖
）。『
武
徳
編
年
集
成
』「
天
正
元
年
三
月

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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大
」
の
記
事
で
は
、
木
寺
宮
が
四
〇
年
以
来
入
野
を
領
知
し
、
さ
ら
に
前
年
家
康
を

欺
き
信
玄
に
属
し
た
と
あ
る
。
羽
田
野
は
木
寺
宮
の
出
奔
を
永
禄
中
と
す
る
「
風
土

記
伝
」
も
、
天
正
八
年
の
武
田
家
朱
印
状
を
載
せ
る
「
随
庵
見
聞
録
」
も
引
用
し
な

か
っ
た
。
羽
田
野
が
そ
れ
ら
を
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
天
正
元
年
を
採
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
木
寺
宮
を
「
南
帝
ノ

御
後
胤
」
と
す
る
『
武
徳
編
年
集
成
』
の
記
述
を
う
け
、『
群
雄
割
拠
録
』
で
は

「
南
朝
ノ
血
胤
」
と
す
る
。
木
寺
宮
は
大
覚
寺
統
で
あ
る
も
の
の
、
後
醍
醐
天
皇
に

よ
り
廃
さ
れ
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
南
朝
方
で
は
な
い
。
し
か
し
羽
田
野
は
木
寺
宮
を

南
朝
と
す
る
記
述
を
載
せ
た
の
で
あ
る
。

　

少
し
溯
る
が
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
六
月
、
羽
田
野
は
京
都
の
山
陵
研
究
者

平
塚
瓢
斎
（
一
七
九
四-

一
八
七
五
）
か
ら
依
頼
さ
れ
、
山
本
金
木
（
一
八
二
六-

一
九
〇
六
）
に
井
伊
谷
の
宗
良
親
王
墓
所
や
旧
記
な
ど
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
山
本

金
木
は
神
宮
寺
村
（
浜
松
市
北
区
引
佐
）
渭
井
八
幡
宮
神
主
で
、
国
学
者
で
あ
る
。

平
塚
は
そ
の
礼
と
し
て
、
金
木
に
『
陵
墓
一
隅
抄
』
を
贈
呈
し
て
い
る
。『
引
佐
町

史
』
で
は
、
遠
江
国
で
は
宗
良
親
王
や
尹
良
親
王
を
は
じ
め
と
し
て
南
朝
に
関
連
す

る
伝
承
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
が
再
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
山
本
金
木
の
宗

良
親
王
の
墓
所
等
の
調
査
で
あ
っ
た
と
す
る
。
更
に
そ
れ
が
天
皇
家
に
ま
つ
わ
る
も

の
と
し
て
堂
々
と
語
り
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
維
新
や
神
祇
官
の
復

活
な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
か
ら
と
し
た（
㉗
）。
羽
田
野
が
「
康
仁
親
王
御
伝
」
に
お

い
て
木
寺
宮
を
南
朝
と
す
る
見
解
を
引
用
し
た
の
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
南
朝
へ

の
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
龍
雲
寺
に
は
康
仁
親
王
墓
所
と
さ
れ
る
五
輪
塔
が
あ
る
。
文
久
元
年

段
階
で
は
、
瓢
齋
も
羽
田
野
も
、
ま
た
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
金
木
も
そ
れ
に
全
く
関

心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
龍
雲
寺
は
康
仁
親
王
や
末
裔
の
木
寺
宮
を
自
ら
社
会
の

中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。「
風
土
記
伝
」
に
は
じ
め
て
記

さ
れ
た
境
内
の
墓
は
、
無
名
の
「
古
墓
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

五
、
明
治
政
府
に
よ
る
陵
墓
調
査
と
由
緒

　

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
二
月
一
四
日
、
太
政
官
布
告
「
府
藩
県
管
内
ニ
於
テ　

后
妃　

皇
子　

皇
女
等
御
陵
墓
有
之
候
向
、
左
ノ
箇
条
ノ
通
、
委
詳
取
調
、
来
ル
五

月
限
可
申
出
事
」
が
出
さ
れ
た（
㉘
）。
同
年
三
月
二
五
日
に
は
浜
松
郡
方
役
所
か
ら
、

「
御
陵
墓
有
之
候
分
者
雛
形
之
通
美
濃
紙
竪
帳
ニ
相
認
、
最
寄
之
取
纏
、
来
ル
晦
日

迄
ニ
有
無
共
申
出
候
」
と
の
達
し
が
来
て
い
る（
㉙
）。
同
年
五
月
、
龍
雲
寺
は
「
康

仁
親
王
御
墓
其
外
明
細
書
上
帳
」（
以
下
「
明
細
書
上
帳
」
と
略
す
）
を
浜
松
郡
方

役
所
へ
提
出
し
た（
㉚
）。
た
だ
し
浜
松
県
に
お
け
る
陵
墓
は
、
方
広
寺
の
「
無
文
禅

師
御
墓
」、
井
伊
谷
の
「
宗
良
親
王
御
墓
」、
富
塚
村
普
済
寺
の
「
寒
岩
和
尚
御
墓
」

（
順
徳
帝
第
三
皇
子
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
㉛
）、
龍
雲
寺
の
康
仁
親
王
墓
は

陵
墓
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
龍
雲
寺
に
は

明
治
八
年
三
月
一
二
日
付
、
教
部
省
出
役
か
ら
の
古
書
付
四
枚
と
由
緒
書
壱
冊
の
借

用
証（
㉜
）と
、
同
一
〇
年
一
月
一
七
日
付
、
内
務
省
寺
社
局
の
大
久
保
忠
弥
ら
か
ら

「
昨
八
年
巡
回
之
節
借
用
書
類
返
却
状
」
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（
㉝
）、
康
仁

親
王
へ
の
関
心
は
決
し
て
低
く
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

陵
墓
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
明
治
四
年
に
提
出
さ
れ
た
「
明
細
書
上

帳
」
は
、
木
寺
宮
に
つ
い
て
の
由
緒
の
総
仕
上
げ
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

長
文
で
あ
る
が
引
用
す
る
。

【
史
料
８
】（
㉞
）

（
表
紙
）

「　
　

康
仁
親
王
御
墓
其
外
明
細
書
上
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
宗
臨
済
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
京
妙
心
寺
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
江
国
敷
知
郡
入
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
寺　
　
　

」

　
（ 

境
内
お
よ
び
康
仁
親
王
墓
所
図
・
石
塔
・
康
仁
親
王
尊
牌
・
康
仁
親
王
後

胤
赤
津
中
務
少
輔
尊
牌
・
康
仁
親
王
真
像　

略
）

一
、
康
仁
親
王
御
忌
日
四
月
廿
九
日

一
、
赤
津
中
務
少
輔
様
御
忌
日
十
月
朔
日

一
、
康
仁
親
王
者　
　
　

後
二
条
天
皇
之
太
子
邦
良
親
王
之
御
子
ニ
而
、
元
弘

建
武
之
際
、
南
朝
北
朝
御
取
合
之
節　
　
　

光
厳
天
皇
太
子
与
被
為
成
、
西

京
六
波
羅
城
ニ
御
入
被
遊
、
其
後
乱
軍
ニ
相
成
り
候
故
歟
東
国
江
御
下
向
、

当
村
江
御
入
被
遊
、
拙
寺
東
北
谷
ニ
御
殿
御
建
立
ニ
而
、
御
高
四
百
石
余
御

所
領
被
遊
、
其
節
拙
寺
を
開
基
御
祈
願
所
ニ
而
御
子
出
家
致
シ
、
拙
寺
ニ
住
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職
一
世
宗
察
と
称
候
、
右　
　

親
王
様
者
文
和
四
乙
未
四
月
廿
九
日
御
年

三
十
六
ニ
而
薨
御
被
遊
ニ
付
、　　

御
高
骸
を
拙
寺
境
内
北
之
方
江
埋
葬
御

石
塔
を
奉
創
立
、
則
御
法
号
者　
　
　

龍
松
院
様
と
奉
称　
　

御
墳
墓
幷
右

御
屋
跡
前
書
絵
図
面
之
通
り
ニ
而
日
々
御
供
養
等
無
懈
怠
奉
申
上
候
、
且
又

　
　
　

康
仁
親
王
様
薨
御
之
後
、
右
御
殿
ニ
お
ゐ
て　
　

御
代
々
御
相
続
被

遊
候
得
共
、
天
正
八
年
家
康
公
勝
頼
与
御
取
合
之
節
乱
軍
ニ
相
成
り
、
拙
寺

兵
火
ニ
而
及
焼
失
候
間
、
旧
記
焼
亡
仕
御
相
続
被
遊
候　

御
方
々
様
之
御
尊

号
幷　
　

御
墳
墓
等
も
相
分
り
不
申
候
得
共
、
天
正
之
頃
者
右　
　

親
王
様

之
御
後
胤
赤
津
中
務
少
輔
様
御
事　
　

大
宮
様
と
奉
称
、
右
御
殿
ニ
御
住
居

被
遊
、
拙
寺
末
寺
当
村
長
楽
寺
江
薬
師
堂
、
同
村
大
円
寺
江
大
日
堂
御
建
立

被
遊
、
右
者
西
京
比
叡
山
東
坂
本
よ
り
御
勧
請
ニ
而
尓
今
四
天
王
与
唱
来
り
、

右　
　

大
宮
様
ニ
者
家
康
公
浜
松
御
在
城
之
節
出
格
之
御
懇
情
ニ
而
折
々
御

入
被
遊
、
右　
　

大
宮
様
之
御
子
出
家
致
シ
、
又
候
拙
寺
住
職
仕
瑞
椿
与
称

候
、
右
御
由
緒
を
以
家
康
公
よ
り
御
局
迄
別
紙
之
通
御
條
目
被
進
、
然
処　

　

大
宮
様
ニ
者
前
書
乱
軍
ニ
お
よ
び
候
ニ
付
、
天
正
八
庚
辰
年
十
月
朔
日
御

家
来
嶋
勘
兵
衛
を
舩
人
と
被
遊
、
拙
寺
門
前
よ
り
御
乗
舩
ニ
而
浜
名
通
り
迄

被
為
入
候
得
共
、
其
後
何
国
江
被
為
入
候
哉
御
行
衛
相
分
り
不
申
候
間
、
拙

寺
ニ
お
ゐ
て
者
御
発
足
之
日
を
御
忌
日
と
仕
、
則
御
法
号　
　

惟
徳
院
殿
と

奉
称
、
御
菩
提
之
為
尊
儀
を
安
置
致
シ
日
々
御
供
養
無
懈
怠
奉
申
上
候
、
尤

右　
　

大
宮
様
平
生
御
用
ヒ
被
遊
候
御
膳
椀
五
組
、
備
前
焼
壺
壱
ツ
、
其
外

諸
品
相
添
、
尚
又
万
延
間
右
御
殿
跡
ニ
お
ゐ
て
大
茶
碗
壱
ツ
掘
出
シ
于
今
伝

来
仕
候
、
其
外
御
遺
物
等
も
御
座
候
得
共
、
文
政
年
中
盗
難
ニ
逢
紛
失
仕
候

儀
ニ
而
、
拙
寺
受
領
地
之
儀
者
、
天
正
年
中　
　
　

康
仁
親
王
様
以
来
御

代
々
御
領
被
遊
候
四
百
石
余
之
中
、
百
壱
石　
　

大
宮
様
よ
り
御
分
地
寺
領

ニ
被
為
附
候
間
、
前
書
之
通
天
正
八
年
家
康
公
よ
り
御
局
迄
御
條
目
被
進
、

其
後　
　

大
宮
様
御
発
足
ニ
付
、
御
領
三
百
石
余
者
上
ヶ
地
ニ
相
成
り
、
同

十
七
年
ニ
寺
田
右
京
亮
殿
よ
り
別
紙
之
通
本
所
方
百
姓
等
江
御
証
文
被
下
置
、

同
十
八
年
幷
慶
長
八
年
寺
領
百
壱
石
御
寄
附
被
成
下
候
旨
別
紙
之
通
御
書
頂

戴
仕
候
得
共
、
其
節
之
鑑
司
無
調
法
仕
候
歟
伊
奈
備
前
守
殿
御
役
人
袴
田
善

兵
衛
殿
よ
り
御
判
罷
出
候
迄
拾
五
石
被
下
候
と
之
儀
ニ
而
別
紙
之
通
御
状
被

下
寺
務
仕
居
候
ニ
付
、
慶
安
元
年
家
光
公
以
来
御
代
々
別
紙
之
通
拾
五
石
を

御
朱
印
ニ
被
成
下
頂
戴
仕
来
り
候
処
、
今
般
上
知
被　
　

仰
付
候
儀
ニ
而
、

数
百
年
之
間　
　

御
墳
墓
幷
御
尊
牌
御
修
繕
を
始
メ
御
供
養
等
も
無
懈
怠
奉

申
上
候
処
、
嘉
永
度
震
災
ニ
而　
　

御
墳
墓
御
石
塔
之
笠
等
及
破
損
候
ニ
付

而
者
御
修
復
仕
度
心
願
ニ
御
座
候
得
共
、
何
ニ
分
微
力
ニ
而
万
端
難
行
届
候

ニ
付
、
御
法
施
等
今
一
層
御
尊
堂
之
儀
去
午
年
中
奉
歎
願
置
儀
ニ
御
座
候

右
之
通
り
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　

明
治
四
辛
未
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　

禅
宗
臨
済
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
京
妙
心
寺
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
江
国
敷
知
郡
浜
松
庄
入
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
寺
（
印
）

　
　
　

浜
松
郡
方

　
　
　
　

御
役
所

　
（
下
札
）

「 

書
面
御
局
と
申
方
者
酒
井
左
衛
門
尉
殿
祖
母
之
縁
家
よ
り
被
相
越
、
其
後
大

宮
様
御
家
来
桜
井
源
兵
衛
妻
ニ
被
下
置
候
と
申
事
ニ
而
、
御
名
前
ハ
不
相
分

候
得
共
、
元
文
年
中
大
岡
越
前
守
殿
よ
り
御
尋
有
之
、
右
之
趣
申
上
置
候
旨
、

旧
記
ニ
相
見
へ
申
候
」

　

康
仁
親
王
は
後
二
条
天
皇
の
太
子
邦
良
親
王
の
子
で
、
光
厳
天
皇
の
太
子
と
な
っ

た
が
乱
軍
に
て
東
国
に
下
向
し
、
入
野
に
来
て
龍
雲
寺
を
開
い
た
。
子
は
出
家
し
龍

雲
寺
一
世
宗
察
と
な
り
、
康
仁
親
王
の
遺
骸
は
寺
の
境
内
北
に
埋
葬
し
石
塔
を
建
て

供
養
し
て
き
た
。
天
正
八
年
の
兵
火
に
よ
っ
て
旧
記
な
ど
も
焼
亡
し
、
代
々
の
尊
号

や
墳
墓
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
親
王
皇
胤
の
赤
津
中
務
少
輔
を
大
宮

様
と
称
し
た
。
大
宮
様
は
末
寺
長
楽
寺
へ
薬
師
堂
、
大
円
寺
へ
大
日
堂
を
建
立
し
た
。

大
宮
様
へ
家
康
は
格
別
の
懇
情
が
あ
り
、
折
々
遊
び
に
来
ら
れ
、
大
宮
様
の
子
が
出

家
し
て
瑞
椿
と
称
し
龍
雲
寺
の
住
職
と
な
る
と
、
御
局
に
対
し
て
別
紙
の
條
目

（
①
）
を
下
さ
れ
た
。
大
宮
様
は
天
正
八
年
の
戦
乱
の
際
に
、
嶋
勘
兵
衛
を
船
頭
と

し
て
浜
名
通
り
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
ど
こ
に
行
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
そ
の
発

足
日
を
忌
日
と
し
て
供
養
し
て
い
る
。
大
宮
様
の
日
常
品
等
を
い
く
つ
か
所
持
す
る

が
、
そ
の
他
は
文
政
年
間
に
盗
難
に
あ
っ
た
。
寺
領
に
つ
い
て
は
、
康
仁
親
王
以
来

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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四
〇
〇
石
の
う
ち
天
正
年
中
に
大
宮
様
か
ら
一
〇
一
石
を
分
地
し
て
寺
領
と
し
た
。

大
宮
様
発
足
後
は
三
〇
〇
石
が
上
地
さ
れ
、
天
正
一
七
年
に
別
紙
（
②
）
の
よ
う
に

本
所
方
百
姓
等
へ
証
文
を
く
だ
さ
れ
た
。
天
正
一
八
年
と
慶
長
八
年
に
寺
領
一
〇
一

石
を
寄
附
す
る
と
別
紙
（
③
）
を
頂
戴
し
た
が
、
そ
の
節
の
鑑
司
が
不
調
法
で
あ
っ

た
の
か
、
伊
奈
備
前
守
役
人
袴
田
善
兵
衛
か
ら
御
判
が
出
る
ま
で
と
一
五
石
の
別
紙

（
④
）
を
下
さ
れ
寺
務
を
行
っ
て
き
た
。
慶
安
元
年
の
家
光
以
来
代
々
別
紙
（
⑤
）

の
通
り
一
五
石
の
御
朱
印
を
頂
戴
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
数
百
年
の
間
墳
墓
と
尊
牌

の
修
繕
を
は
じ
め
供
養
な
ど
も
怠
慢
な
く
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
嘉
永
度
の
震
災
で

墳
墓
石
塔
の
笠
等
が
破
損
し
た
の
で
修
復
し
た
い
と
の
心
願
が
あ
る
と
し
た
。

　

こ
こ
で
は
康
仁
親
王
を
南
朝
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
木
寺
宮
が
天
正
八
年
に
行

方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
し
な
が
ら
も
、
武
田
方
へ
味
方
を
し
た
と
は
せ
ず
、
家

康
の
懇
情
に
よ
り
局
宛
の
条
目
を
も
ら
っ
た
と
す
る
。「
明
細
書
上
帳
」
に
は
別
紙

と
し
て
①
家
康
判
物
【
史
料
２
】、
②
七
箇
条
定
書
、
③
無
判
の
寺
領
証
文
【
注
⓲
】、

④
袴
田
手
形
、
⑤
徳
川
家
朱
印
状
が
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
桜
井
家
が
所
持
す
る

武
田
家
朱
印
状
は
、
当
然
な
が
ら
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
武
田
家
朱
印
状
は
桜
井
家
が

木
寺
宮
を
諫
め
た
こ
と
の
証
で
あ
り
、
桜
井
家
が
本
所
方
を
支
配
し
た
と
い
う
根
拠

で
あ
っ
た
。
桜
井
家
に
と
っ
て
は
重
要
な
文
書
で
あ
る
が
、
龍
雲
寺
に
と
っ
て
は
木

寺
宮
が
徳
川
方
に
反
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
。
た
だ
し
宛
所
の
赤
津
中

務
少
輔
は
、
す
で
に
木
寺
宮
（
大
宮
）
と
し
て
の
由
緒
を
獲
得
し
て
い
た
。「
風
土

記
伝
」
で
は
康
仁
親
王
尊
牌
の
み
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、「
明
細
書
上
帳
」
で
は
康

仁
親
王
の
後
胤
と
し
て
赤
津
中
務
少
輔
の
尊
牌
や
忌
日
が
記
さ
れ
る
。
最
後
の
木
寺

宮
と
し
て
、
特
別
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
札
を
み
る
と
、
元

文
年
中
の
寺
社
奉
行
大
岡
越
前
守
へ
の
返
答
と
し
て
、「
御
局
」
は
酒
井
左
衛
門
尉

の
祖
母
の
縁
家
か
ら
来
た
者
で
、
そ
の
後
大
宮
様
の
家
来
桜
井
源
兵
衛
の
妻
に
な
っ

た
と
記
し
て
い
る
。
元
文
年
中
の
住
職
は
御
局
に
つ
い
て
以
後
「
相
知
レ
不
申
」
と

返
答
す
る
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
家
康
と
の
「
懇
情
」
を
強
調
し
た
こ
の
由
緒
は
、
こ
れ
ま
で

桜
井
家
の
由
緒
を
も
と
に
語
ら
れ
て
い
た
武
田
家
の
呪
縛
か
ら
解
き
放
た
れ
、
龍
雲

寺
を
主
体
と
し
た
由
緒
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
末
寺
ま
で
も
が
木
寺
宮
の
由
緒

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

六
、
由
緒
の
展
開

　

龍
雲
寺
に
は
「
明
細
書
上
帳
」
と
同
じ
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
当
寺
開

基
木
寺
宮
略
系
図
」（
以
下
「
略
系
図
」
と
略
す
）
が
あ
る（
㉟
）。
従
来
通
り
武
田
家

に
味
方
し
た
由
緒
に
基
づ
く
系
図
で
あ
る
が
、【
史
料
８
】
と
は
別
の
意
味
で
こ
れ

ま
で
の
由
緒
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
赤
津
の
部
分
を
見
て
み
た
い
。

【
史
料
９
】

木
寺
宮
木
寺
宮
龍
雲
寺
殿
息　

赤
津
中
務
少
輔

本
所
之
領
主　

至 

テ二 

此
中
務
少
輔
代 

ニ一 

滅
ブ

木
寺
中
務
少
輔
者
康
仁
親
王
八
世
ノ
後
孫
ナ
リ
、
世
々
本
所
方
四
百
石
余
領
セ

シ
ム
、
是
迄
武
田
信
玄
ニ
属
シ
入
野
ニ
御
在
居
ア
ツ
テ
然
ニ
、
天
正
八
庚
辰
年

十
月
朔
日
浜
松
ノ
本
多
作
左
衛
門
重
次
軍
将
ト
而
入
野
エ
人
数
ヲ
押
シ
寄
ル
、

所
々
ニ
陣
ヲ
屯
ス
旌
旗
天
ニ
飜
ツ
テ
龍
蛇
ノ
如
ク
、
依
之
木
寺
ノ
宮
指
麾
シ
テ

曰
ク
、
追
討
ス
ヘ
ク
宮
付
ノ
御
家
来
堀
江
新
右
衛
門
・
桜
井
源
兵
衛
・
嶌
勘
兵

衛
等
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
、
其
外
武
田
ノ
援
兵
数
百
人
奮
テ
敵
ノ
陣
所
エ
馳
セ
向
ヒ

粉
骨
ヲ
尽
シ
戦
へ
利
ア
ラ
ス
、
味
方
ノ
軍
勢
大
ニ
敗
走
ス
、
此
軍
ノ
時
木
寺
ノ

宮
火
ヲ
縦
ツ
テ
殿
中
ヲ
逃
レ
給
ヒ
、
御
家
来
嶋
勘
兵
衛
ニ
命
シ
テ
舩
人
ト
ナ
サ

シ
ム
、
龍
雲
寺
門
前
ヨ
リ
航
海
シ
浜
名
ニ
赴
ン
ト
ス
、
又
窃
ニ
堀
江
新
右
衛
門

之
レ
ニ
供
奉
シ
、
尋
テ
洛
陽
エ
沈
落
シ
給
ヒ
、
幾
程
ナ
ク
木
寺
ノ
宮
病
ン
デ
卒

去
ス
、
法
名
惟
徳
院
殿
ト
号
ス

〇 

堀
江
新
右
衛
門
籠
居 

ス二 

于
堀
川
城
　一

、
此
末
裔
有 

テレ 

故
此
姓
ヲ　

改 

メ二 

安
間 

ト
一 

仕 

フ二 

大
澤
家 

二
一 

、
命
メ
令 

ム三 

献 

セ二 

其
旧
記
等 

ヲ一 

云
々

〇
桜
井
源
兵
衛
者
、
木
寺
宮
入
野
御
出
奔
以
後
本
所
之
地
ヲ　

支
配
ス
ト
云
々

〇
嶋
勘
兵
衛
者
居 

ス二 

于
宇
布
見 

二
一 

云
々

　

赤
津
は
武
田
信
玄
に
属
す
と
し
、『
武
徳
編
年
集
成
』
に
倣
い
本
多
が
入
野
に
攻

め
寄
せ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
宮
の
家
臣
の
堀
江
・
桜
井
・
嶋
、
そ
し
て
武
田
の

援
兵
が
と
も
に
戦
っ
た
と
記
す
。
宮
に
供
奉
し
た
堀
江
新
右
衛
門
は
堀
川
城
に
籠
居

し
、
末
裔
は
安
間
と
姓
を
改
め
て
大
澤
家
に
仕
え
た
と
い
う
。
船
で
宮
を
逃
が
し
た

嶋
勘
兵
衛
は
宇
布
見
に
住
居
し
た
と
い
い
、『
龍
雲
寺
史
談
』
に
よ
れ
ば
、
嶋
家
一

統
は
江
戸
時
代
ま
で
正
月
・
盆
の
二
度
に
わ
た
り
康
仁
親
王
墓
前
に
一
同
拝
礼
し
、
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塩
苞
を
献
上
し
た
と
す
る（
㊱
）。
他
の
由
緒
で
は
、
宇
布
見
村
に
住
む
こ
と
に
な
っ

た
嶋
の
子
孫
は
「
只
今
以
不
自
由
な
く
家
業
営
候
由
ニ
御
座
候
」
と
す
る
が
、
木
寺

宮
を
諫
め
た
桜
井
家
の
子
孫
は
「
入
野
村
只
今
ニ
御
座
候
由
、
是
者
当
時
困
窮
者
之

由
ニ
御
座
候
」（
㊲
）と
、
因
果
応
報
の
よ
う
に
記
載
す
る
。
木
寺
宮
の
由
緒
は
、
龍

雲
寺
や
桜
井
家
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
旧
臣
た
ち
の
由
緒
の
な
か
に
具
体
的
に
組
み

込
ま
れ
、
語
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
略
系
図
」
に
あ
る
堀
江
（
安
間
）
家
の
「
旧
記
」
に
は
、
自
ら
の
家
の
由
緒
と

と
も
に
「
木
寺
宮
覚
書
」
が
残
る（
㊳
）。
そ
こ
で
は
「
木
寺
之
宮
者
正
親
町
第
一
之

宮
也
、
月
蝕
之
日
依
有
御
誕
生
不
能
継
王
位
、
忍
出
宮
中
携
幾
江
ノ
局
ヲ
一
人
到
尓

遠
州
入
野
村
空
送
歳
月
」
と
あ
り
、
木
寺
宮
が
正
親
町
天
皇
（
一
五
七
一-

九
三
）

の
皇
子
で
あ
り
、
月
蝕
の
日
に
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
王
位
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、

局
一
人
を
連
れ
て
宮
中
を
出
て
入
野
村
で
空
し
く
時
を
過
ご
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に

家
康
が
入
野
を
通
り
か
か
っ
た
際
に
紫
雲
が
立
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
宮
の
存
在
を
知

り
朱
印
状
を
出
し
た
こ
と
や
、
木
寺
宮
の
三
人
の
子
の
う
ち
、
姉
は
大
澤
家
へ
、
二

姫
は
知
久
家
へ
、
三
之
宮
は
入
野
で
剃
髪
し
て
龍
門
と
称
し
た
と
す
る
。
こ
こ
で
は

武
田
家
も
登
場
せ
ず
、
赤
津
の
名
も
な
い
。
ま
た
僧
に
な
っ
た
木
寺
宮
の
子
は
龍
門

と
い
う
。
そ
し
て
何
よ
り
木
寺
宮
は
康
仁
親
王
の
後
胤
で
は
な
く
、
正
親
町
天
皇
の

皇
子
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
康
仁
親
王
と
の
つ
な
が
り
は
、
わ
ず
か
に
「
不
能

継
王
位
」
宮
と
い
う
点
に
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
堀
江
家
に
と
っ
て
、
木
寺

宮
は
戦
国
期
の
貴
種
と
い
う
こ
と
以
上
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

七
、
龍
雲
寺
と
木
寺
宮

七-

一
、
木
寺
宮
の
出
奔

　

こ
こ
ま
で
木
寺
宮
の
由
緒
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
次
に
木
寺
宮
を
め
ぐ
る
二

つ
の
問
題
か
ら
、
戦
国
期
の
木
寺
宮
の
実
態
を
考
え
て
み
た
い
。
一
つ
は
、
天
正
八

年
の
木
寺
宮
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
理
解
で
は
、
木
寺
宮
は
武
田
家
に
味
方

を
し
た
二
ヶ
月
後
に
家
康
か
ら
所
領
を
安
堵
さ
れ
、
そ
の
直
後
に
入
野
を
出
奔
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
赤
坂
恒
明
氏
は
戦
国
期
に
至
る
ま
で
の
木

寺
宮
の
状
況
を
含
め
、
次
の
様
に
明
ら
か
に
し
た
。
浜
松
庄
は
大
覚
寺
統
の
所
領
と

し
て
木
寺
宮
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
木
寺
宮
は
そ
の
う
ち
の
本
所
方
を
支
配

す
る
荘
園
領
主
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
今
川
氏
が
木
寺
宮
領
を
処
分
し
よ
う
と
し
た
た

め
、
木
寺
宮
邦
康
親
王
（
一
四
一
六-

七
二
）
の
子
は
浜
松
庄
内
の
所
領
を
恢
復
す

る
た
め
に
、
京
都
（
三
河
）
吉
良
氏
を
頼
っ
て
三
河
に
下
向
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
が

永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
前
後
に
浜
松
庄
入
野
に
移
住
し
た
。
邦
康
親
王
の
曽
孫

と
推
定
さ
れ
る
木
寺
宮
（
龍
雲
院
）
は
、
後
奈
良
院
の
猶
子
と
な
り
親
王
宣
下
を
受

け
た
者
で
あ
っ
た（
㊴
）。
赤
津
中
務
少
輔
は
こ
の
龍
雲
院
の
子
と
さ
れ
て
き
た
が
、

天
正
八
年
に
武
田
家
が
入
野
を
実
効
支
配
し
て
い
な
い
こ
と
、
赤
津
が
入
野
や
龍
雲

寺
に
関
係
す
る
者
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
木
寺
宮
と
は
言
え
な
い
と

し
た
。
そ
し
て
家
康
判
物
中
の
大
宮
は
赤
津
で
は
な
く
龍
雲
院
で
あ
る
と
し
、
木
寺

宮
の
出
奔
の
時
期
を
「
風
土
記
伝
」
か
ら
永
禄
期
と
し
た
上
で
、
天
正
八
年
ま
で
に

再
び
入
野
に
戻
っ
た
と
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
龍
雲
寺
は
康
仁
親
王
が
入
野
の
御
殿
の
脇
に
建
立
し
た

寺
院
と
い
い
、
普
明
国
師
を
勧
請
開
山
、
康
仁
親
王
を
開
基
と
し
、
康
仁
親
王
の
子

が
龍
雲
寺
一
世
に
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
今
日
残
さ
れ
て
い
る
史
料
に
お
い
て
、

龍
雲
寺
の
初
見
は
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
四
月
二
一
日
で
あ
る
。
今
川
氏
真
が
宗

源
院
（
浜
松
市
中
区
蜆
塚
）
に
宛
て
た
「
曹
源
院
領
之
事
」
の
一
条
に
、「
入
野
龍

雲
寺
為
借
儀
方
彼
寺
領
参
貫
文
地
任
証
文
之
旨
可
有
所
務
事
」
と
あ
り（
㊵
）、
龍
雲

寺
領
三
貫
文
の
地
を
宗
源
院
が
所
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
源
院
は
応
永
二
三
年

（
一
四
一
六
）
に
在
天
弘
雲
が
開
山
し
た
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
戦
国
期
に
は
今
川
義

元
が
開
基
と
な
っ
て
堂
宇
を
再
建
す
る
な
ど
、
今
川
氏
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
。
家

康
が
遠
江
に
侵
攻
し
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
浜
松
城
に
拠
点
を
移
す
と
、
遠

江
西
部
は
家
康
の
支
配
下
と
な
り
、
今
川
の
勢
力
は
一
掃
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

龍
雲
寺
に
は
次
の
文
書
が
出
さ
れ
た
。

【
史
料
⓾
】（
㊶
）

（
花
押
）

黙
宗
和
尚
以
来
相
伝
之
道
理
ニ
ま
か
せ
龍
雲
寺
相
渡
申
候
、
依
之
四
拾
弐
貫
幷

五
十
俵
慥
ニ
請
取
申
候
、
早
々
御
住
院
待
入
申
候
、
恐
々
敬
白

天
正
三〻
年

「
十
一
」（
後
筆
）

　

「
未
（
後
筆
）」

　
　
　
　

二
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
弥
三
郎
（
花
押
）

　
　
　

清
庵
和
尚　

侍
者
中

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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冒
頭
の
黙
宗
和
尚(-

一
五
五
四)

は
井
伊
谷
龍
潭
寺
の
開
山
で
、
宛
所
の
清
庵
和

尚
は
安
寧
寺
（
浜
松
市
中
区
雄
踏
町
山
崎
）
の
開
山
清
庵
宗
徹
（-

一
六
〇
一
）
で

あ
る
。
龍
潭
寺
、
安
寧
寺
、
龍
雲
寺
は
、
江
戸
時
代
に
は
と
も
に
臨
済
宗
妙
心
寺
派

の
法
類
で
あ
る
。
差
出
人
の
長
田
弥
三
郎
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
弥
三
郎
は
黙

宗
以
来
相
伝
の
道
理
と
し
て
龍
雲
寺
を
四
二
貫
と
五
〇
俵
で
安
寧
寺
に
渡
し
た
の
で

あ
る
。
安
寧
寺
の
由
緒
で
は
、
家
康
は
清
庵
に
「
国
家
の
事
大
小
と
な
く
毎
時
の
吉

凶
を
被
為
問
玉
ふ
」
と
い
う
ほ
ど
帰
依
し
て
い
た（
㊷
）。
つ
ま
り
天
正
三
年
に
は
、

龍
雲
寺
は
徳
川
と
の
繋
が
り
が
深
い
安
寧
寺
が
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
文
書
は
天
正
三
年
の
日
付
が
「
十
一
」
年
に
改
め
ら
れ
、
干
支
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
龍
雲
寺
と
木
寺
宮
は
一
体
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
、
天
正
八
年
以
前
に

龍
雲
寺
が
徳
川
方
の
安
寧
寺
に
支
配
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
と
考
え
、
武
田
家
滅
亡

後
の
日
付
に
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
木
寺
宮
の
出
奔
は
、
永
禄
期
、
天
正
元

年
、
天
正
八
年
と
諸
説
あ
っ
た
が
、
龍
雲
寺
の
支
配
関
係
か
ら
見
た
場
合
、
天
正
三

年
以
前
と
考
え
ら
れ
る
。

　

木
寺
宮
の
出
奔
に
関
連
し
、「
大
宮
様
」
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
。「
大
宮
」
は
男

性
の
皇
族
に
も
用
い
る
が
、
主
に
皇
太
后
等
の
敬
称
、
皇
族
出
身
の
年
と
っ
た
女
性
、

母
宮
を
指
す
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら（
㊸
）、
龍
雲
院
の
妻
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
赤
坂
氏
は
龍
雲
院
が
京
都
妙
顕
寺
（
日
蓮
宗
）
十
世
日
広

（
一
五
〇
六-

五
三
）
の
兄
弟
で
あ
っ
た
と
す
る
。
と
す
れ
ば
龍
雲
院
は
天
正
八
年

に
は
六
～
八
〇
歳
代
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
家
康
判
物
が
出
さ
れ
た
天
正
八
年

五
月
に
、
木
寺
宮
は
入
野
に
居
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
度
出
奔
し
て
再

び
入
野
に
戻
っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
木
寺
宮
は
既
に
出
奔
し
て
い
た
が
、
入
野
に

残
っ
た
大
宮
に
対
し
て
家
康
が
一
期
分
を
認
め
る
判
物
を
出
し
た
と
考
え
た
方
が
理

解
し
や
す
い
。
当
主
で
は
な
い
大
宮
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
御
宮
達
」
が
何
か
言
う

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
心
次
第
と
い
う
文
言
が
付
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

桜
井
源
兵
衛
は
木
寺
宮
の
親
族
と
も
宮
の
末
葉
と
も
い
う
。
木
寺
宮
が
在
地
の
者
と

婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
と
す
れ
ば
、
妻
が
入
野
に
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な

い
。
た
だ
し
、
文
書
が
か
な
書
き
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
女
性
宛
の
文
書
と
断
言
は

で
き
ず
、
引
き
続
き
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

七-

二
、
木
寺
宮
の
子
ど
も
・
法
名
・
塔

　

二
つ
目
の
問
題
は
、
木
寺
宮
の
子
や
法
名
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
龍
雲
寺
の

「
略
系
図
」
で
は
、
戦
国
期
の
木
寺
宮
（
龍
雲
寺
殿
）
の
子
は
、
木
寺
宮
（
赤
津
中

務
少
輔
）、
女
子
（
大
澤
左
衛
門
佐
基
胤
内
室
）、
女
子
（
信
州
河
島
知
久
監
物
内

室
）、
某
（
龍
雲
寺
住
職
瑞
椿
和
尚
）
と
記
さ
れ
る
。
他
方
、「
風
土
記
伝
」
の
大
宮

の
子
は
、
長
男
佐
兵
衛
輔
、
中
男
宗
察
公
（
明
庵
察
公
首
座
禅
師
）、
三
男
右
兵
衛

輔
で
あ
っ
た
。「
略
系
図
」
で
は
、「
風
土
記
伝
」
に
あ
る
大
宮
の
子
を
「
紹
運
録
」

に
あ
る
康
仁
親
王
の
子
に
対
応
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ
が
【
史
料
８
】
の
記
述
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
康
仁
親
王
」
と
戦
国
期
の
「
木
寺
宮
」
そ
し
て
「
大
宮
」
が
混
同
さ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
様
々
な
情
報
を
系
図
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
に
よ
る
錯
乱
で
あ
る
。
た

だ
し
龍
雲
院
と
大
宮
を
同
一
人
物
と
し
て
も
矛
盾
が
あ
る
。
例
え
ば
、「
略
系
図
」

の
瑞
椿
は
、「
風
土
記
伝
」
で
は
「
明
庵
宗
公
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
家
康
判
物
に
よ
っ
て
龍
雲
寺
の
住
持
と
な
っ
た
瑞
椿

は
翌
年
遷
化
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
一
六
世
紀
末
ま
で
独
住
は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
が（
㊹
）、
元
和
か
ら
慶
長
期
に
は
龍
雲
寺
に
宗
察
と
い
う
住
職
が
い
た
。
元
和
五

年
（
一
六
二
〇
）、
入
野
村
の
百
姓
ら
か
ら
安
寧
寺
に
次
の
一
札
が
出
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
⓫
】（
㊺
）

一
、
山
﨑
安
寧
寺
様
へ
龍
雲
寺
領
御
ゆ
つ
り
被
成
候
、
即
宗
察
様
よ
り
御
一
札

被
遣
候
へ
共
、
重
而
一
札
仕
候
、
其
故
た
れ
に
て
も
田
畠
壱
歩
も
買
取
申
候

ハ
ヽ
、
か
い
主
之
し
つ
つ
い
に
可
致
候
、
次
ニ
御
ゆ
つ
り
被
成
候
へ
共
宗
察

様
田
畠
質
物
ニ
入
置
候
所
を
安
寧
寺
様
金
子
四
両
余
に
て
御
請
返
し
被
成
候

故
ハ
、
誰
人
ニ
而
も
違
乱
有
間
敷
候
、
為
其
一
札
仍
如
件

　
　
　
　
　

元
和
五
年
未
極
月
十
七
日　
　
　
　
　
　

入
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
郎
左
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
郎
左
衛
門
（
花
押
）

　
　
　
　

安
寧
寺
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
名
略
）

　

宗
察
が
田
畑
を
質
物
に
入
れ
た
と
こ
ろ
を
安
寧
寺
が
四
両
余
で
請
返
し
た
こ
と
に

よ
り
、
入
野
村
の
百
姓
が
安
寧
寺
へ
龍
雲
寺
領
を
譲
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。【
史

料
５
】
に
お
い
て
慶
長
の
朱
印
書
き
換
え
の
際
に
不
調
法
を
疑
わ
れ
た
宗
察
で
あ
ろ
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う
。「
風
土
記
伝
」
に
あ
る
宗
察
で
あ
れ
ば
、
木
寺
宮
の
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宗
察
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
に
も
そ
の
名
が
み
え
る
。

【
史
料
⓬
】（
㊻
）

龍
雲
寺
默
宗
・
南
渓
和
尚
以
来
相
続
之
寺
之
事
候
間
、
此
両
三
四
年
寺
務
仕
来

候
、
我
等
退
屈
申
候
間
、
可
返
進
之
由
、
松
田
殿
へ
為
証
文
一
筆
進
上
候
キ
、

今
又
察
蔵
主
契
約
之
状
和
尚
様
へ
進
候
、
早
々
龍
雲
寺
へ
御
還
住
可
有
之
候
、

御
朱
印
之
儀
ハ
重
而
可
進
上
候
条
、
其
御
心
得
存
候
、
為
其
一
筆
進
上
候
、
此

旨
奏
達
、
恐
惶
敬
白

　
　

霜
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
野
龍
雲
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
林
（
花
押
）

　
　

進
上　

安
寧
寺　

侍
衣
閣
下

　

龍
雲
寺
の
恵
林
が
安
寧
寺
に
宛
て
た
一
札
で
、
龍
雲
寺
は
黙
宗
・
南
渓
（
龍
潭
寺

二
世
）
以
来
相
続
を
し
て
き
た
寺
で
あ
る
た
め
、
三
、
四
年
寺
務
を
行
っ
て
き
た
が
、

察
蔵
主
（
宗
察
）
を
龍
雲
寺
に
還
住
す
る
よ
う
に
と
あ
る
。
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、

先
の
史
料
を
前
提
と
し
て
元
和
期
と
み
て
お
き
た
い
。
恵
林
の
文
面
は
、
宗
察
が
龍

雲
寺
の
住
持
で
あ
る
と
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

　

明
治
三
〇
年
頃
に
謄
写
さ
れ
た
「
龍
雲
寺
由
緒
」
に
、
瑞
椿
と
宗
察
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
る
。
こ
の
由
緒
は
帳
面
末
に
「
龍
雲
寺
よ
り
徳
川
家
江
被
差
出
」
た
由
緒

書
の
写
と
あ
り
、
そ
れ
に
龍
雲
寺
が
言
う
と
こ
ろ
を
朱
で
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
と

す
る（
㊼
）。
内
容
は
不
審
な
点
も
多
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
も
多
々
含
ま
れ
る
。

【
史
料
⓭
】

一
、
木
寺
大
宮
様
御
二
男
出
家
被
遊
拙
寺
ニ
御
住
職
一
世
奉
称
瑞
椿
首
座
と
候
、

右
瑞
椿
首
座
者
天
正
九
年
辛
巳
年
八
月
十
三
日
於
拙
寺
御
逝
去
被
遊
、
其
後

明
庵
瑞
椿
和
尚
と
奉
改
称
、
御
位
牌
幷
御
塔
処
于
今
安
置
有
之
候

明
庵
宗
察
首
座
・
瑞
椿
首
座　
　

墓
も
な
く
行
衛
も
不
分
候
間
、
弐
人
ヲ
壱
人
之

明
庵
宗
察
首
座　

龍
潭
寺
御
墓
無
縫
塔
御
座
候 

名
と
な
し
候
由
ニ
御
座
候
、

 

但
当
時
之
住
持
之
取
計
与
申
候
由

　

木
寺
大
宮
の
二
男
瑞
椿
を
龍
雲
寺
一
世
と
し
、
そ
の
瑞
椿
と
宗
察
を
一
人
の
名
と

し
て
位
牌
を
安
置
し
た
と
す
る
。
瑞
椿
と
宗
察
が
亡
く
な
っ
た
の
は
四
〇
年
以
上
差

が
あ
る
が
、
二
人
を
一
人
の
名
と
し
た
の
は
、
と
も
に
木
寺
宮
の
子
で
あ
る
と
の
認

識
が
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
逆
に
「
風
土
記
伝
」
の
記
述
か
ら
両
者
を
一
体
と

理
解
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
瑞
椿
が
木
寺
宮
の
子
と
記
さ
れ
る
の
は
明
治

期
の
史
料
で
あ
り
、
宗
察
に
つ
い
て
も
寛
保
期
の
【
史
料
５
】
で
は
一
二
代
前
の
住

持
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
仮
に
両
者
が
木
寺
宮
の
子
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
江
戸
時
代
に
は
特
段
意
味
を
持
た
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
伏
せ
て
お
く
べ
き
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

謄
写
本
「
龍
雲
寺
由
緒
」
の
冒
頭
の
部
分
に
は
、
龍
雲
寺
の
五
輪
塔
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
㊽
）。

【
史
料
⓮
】

一
、
木
寺
大
宮
様
御
男
子
三
人
御
息
女
二
人
御
座
候
処
、
御
長
男
子
左
兵
衛
輔

様
と
申
、
御
次
男
者
当
寺
ニ
而
出
家
御
住
職
一
世
瑞
椿
首
座
と
申
候
、
御
三

男
者
右
兵
衛
輔
様
と
申
、
信
州
江
御
落
武
家
ニ
被
為
成
候
と
申
事　
　

　

御
一
女
者
大
澤
右
京
亮
殿
御
室
と
被
為
成
候
、
御
法
名
者　

正
学
院
殿
悟
安

貞
頓
大
姉
と
申
候
、
此
御
方
者
江
戸
小
石
川
浄
光
院
ニ
葬
ル
ト
有
之
、
御
一

女
者
信
州
江
被
落
行
衛
不
相
分
ト
申
事
往
古
ヨ
リ
申
伝
有
之
、
右
故
歟
拙
寺

拾
二
代
以
前
住
持
南
洲
之
代
ニ
行
衛
不
相
分
候
ニ
付
、
為
菩
提
為
御
墓
印
と

五
輪
塔
幷
御
位
牌
安
置
仕
来
候
処
、
拙
寺
九
代
以
前
之
頃
者
当
国
山
崎
村
安

寧
寺
兼
帯
地
と
相
成
、
火
之
番
耳
有
之
、
其
内
ニ
御
塔
所
御
位
牌
等
散
乱
仕

候
と
申
候
事
代
々
申
伝
有
之
候
、
今
日
木
寺
大
宮
様
御
塔
処
北
方
ニ
信
州
江

被
落
候
御
息
女
様
之
御
塔
処
と
申
而
五
輪
塔
之
形
安
置
有
之
候
、
右
御
尋
ニ

付
旧
記
之
通
奉
言
上
候

　

明
治
二
巳
年
二
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
雲
寺

　

こ
こ
で
は
「
略
系
図
」
の
龍
雲
院
の
子
と
「
風
土
記
伝
」
の
大
宮
の
子
は
対
応
し

て
い
る
が
、
長
男
左
兵
衛
輔
を
木
寺
宮
と
も
赤
津
と
も
し
て
い
な
い
。
寺
中
の
五
輪

塔
に
つ
い
て
は
、
信
州
へ
逃
げ
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
息
女
の
菩
提
の
た
め
に

安
寧
寺
の
南
洲
和
尚
（-

一
六
二
〇
）
の
代
に
位
牌
と
と
も
に
安
置
し
た
と
説
明
す

る
。
し
か
し
文
面
を
読
む
限
り
、
塔
の
来
歴
も
旧
態
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
と

い
う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
位
牌
に
関
し
て
は
次
の
様
に
あ
る（
㊾
）。

【
史
料
⓯
】

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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一
、
拙
寺
開
基
被
遊
候
以
由
緒
為
御
報
恩　
　

御
尊
牌
御
法
号
者
奉
称
龍
雲
寺

殿
と
、
其
後
奉
改
称
龍
松
院
と
幷
為
御
墓
印
と
五
輪
無
縫
塔
奉
安
立
候

　
　
（
中
略
）

一
、
御
尊
牌
之
字
面
者　
　

御
母
公
様
東
光
院
大
椿
貞
寿
尼
大
姉

　
　

姫
君
光
厳
院
殿
冨
渓
芳
秀
大
禅
定
尼
所
嘱

　

御
二
條
院
之
皇
孫
当
山
開
基
康
仁
親
王
龍
松
院
木
寺
御
大
宮
尊
儀

　
　
　

妃
君
宝
勝
院
殿
月
窓
妙
桂
大
禅
定
尼
各
霊

　
（
中
略
）

一
、
東
光
院
大
椿
貞
寿
尼
大
姉
、
龍
潭
寺
回
去
帳
を
写
取
候
之
趣
龍
雲
寺
之
記
録
ニ
御

座
候
、
尤
御
墓
者
龍
潭
寺
ニ
者
無
之
筈
之
由
ニ
被
申
候

但
、
龍
雲
寺
中
絶
後
御
墓
三
本
御
座
候
処
、
中
興
之
節
木
寺
宮
様
之
五
輪
壱
本
い

た
し
候
趣
ニ
も
申
候

東
光
院
様
之
御
儀
者
回
去
帳
ニ
入
、
黙
宗
様
之
御
引
導
候
得
者
、
御
墓
も
龍
潭
寺

ニ
可
有
之
儀
と
も
被
存
候
処
、
無
之
心
得
ニ
被
被（
衍
）申
候
者
、
宮
様
始
御
尊
骸
御
方

も
少
く
事
、
右
黙
宗
和
尚
御
位
牌
を
龍
雲
寺
御
立
被
成
、
永
楽
銭
壱
貫
文
祠
堂
被

成
御
付
候
と
申
事
も
御
座
候
処
、
何
故
ニ
無
之
筈
杯
与
申
候
哉
等
分
兼
候
事

　

龍
雲
寺
開
基
の
法
号
は
「
龍
雲
院
」
と
い
っ
た
が
、
そ
の
後
「
龍
松
院
」
と
改
め

た
と
し
、「
風
土
記
伝
」
と
同
じ
尊
碑
銘
が
載
る
。「
略
系
図
」
で
は
龍
松
院
は
康
仁

親
王
と
す
る
が
、
戦
国
期
の
木
寺
宮
（
龍
雲
院
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
御
母
公
様
東

光
院
」
に
つ
い
て
は
、
法
号
は
龍
潭
寺
の
過
去
帳
を
写
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
黙
宗 

(‒

一
五
五
四)

の
引
導
を
う
け
た
と
記
さ
れ
る
。
一
五
〇
六
年
生
ま
れ
の
兄
弟
を
も

つ
龍
雲
院
の
母
と
し
て
矛
盾
は
な
い
が
、
こ
こ
で
言
う
過
去
帳
に
あ
た
る
「
龍
潭
寺

入
牌
帳
」
で
は
、
入
野
の
東
光
院
大
椿
貞
寿
尼
大
姉
が
黙
宗
の
時
に
牌
を
建
て
た
こ

と
が
分
か
る
の
み
で（
㊿
）、
そ
の
人
物
が
木
寺
宮
の
母
で
あ
る
確
証
は
な
い
。
い
ず

れ
の
法
号
に
つ
い
て
も
そ
の
根
拠
は
定
か
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
塔
や
牌
に
姫
、

妃
あ
る
い
は
母
と
い
う
女
性
の
法
名
や
由
緒
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
に
縁

を
持
ち
、
こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
者
た
ち
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
こ
の
由
緒
で
は
、
木
寺
宮
が
上
方
か
ら
来
た
と
き
に
龍
潭
寺
に
行
き
、
そ

こ
で
子
が
逝
去
し
た
た
め
龍
潭
寺
に
古
墓
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
や
、
龍
雲
寺
一

世
の
瑞
椿
は
龍
潭
寺
の
弟
子
で
は
な
い
か
な
ど
、
龍
潭
寺
と
の
関
係
が
語
ら
れ
る
。

龍
潭
寺
は
一
六
世
紀
以
降
、
井
伊
家
の
庇
護
を
受
け
て
発
展
し
た
寺
で
あ
る
。
天
正

三
年
に
「
黙
宗
以
来
道
理
」
と
し
て
龍
雲
寺
が
安
寧
寺
に
委
ね
ら
れ
た
の
は
、
木
寺

宮
の
祈
願
所
か
ら
当
該
地
域
の
臨
済
宗
の
組
織
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
在
地
領
主
の
氏
寺
や
血
縁
的
に
結
ば
れ
る
僧
の
在
り
方
は
、
近
世

的
な
寺
院
へ
転
換
す
る
中
で
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

最
後
に
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
後
二
条
天
皇
皇
太

子
邦
良
親
王
の
長
男
康
仁
親
王
の
後
胤
で
あ
る
木
寺
宮
は
、
戦
国
期
在
国
皇
族
領
主

と
し
て
入
野
を
領
し
、
婚
姻
を
通
じ
て
大
澤
や
知
久
と
い
っ
た
在
地
勢
力
と
も
結
び

つ
い
て
い
た
。
一
度
は
武
田
方
に
与
し
た
も
の
の
、
天
正
八
年
に
家
康
判
物
を
得
て

祈
願
所
で
あ
っ
た
龍
雲
寺
の
寺
領
を
安
堵
さ
れ
た
。
そ
の
後
宮
家
は
断
絶
し
、
か
つ

龍
雲
寺
に
独
住
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
七
世
紀
末
に
は
既
に
忘
れ
ら
れ
た

存
在
に
な
っ
て
い
た
。「
随
庵
見
聞
録
」
や
大
岡
越
前
の
古
文
書
調
査
、
内
山
真
龍

の
「
遠
江
国
風
土
記
伝
」
の
編
纂
、
そ
し
て
羽
田
野
敬
雄
に
よ
る
「
康
仁
親
王
御

伝
」、
陵
墓
調
査
な
ど
、
様
々
な
機
会
に
木
寺
宮
に
つ
い
て
再
認
識
さ
れ
た
も
の
の
、

龍
雲
寺
は
明
治
期
に
至
る
ま
で
木
寺
宮
の
由
緒
を
積
極
的
に
語
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
「
随
庵
見
聞
録
」
に
収
載
さ
れ
た
天
正
八
年
三
月
の
赤
津
宛
武
田
家
朱
印
状
が
、

武
田
家
に
与
し
て
家
康
と
戦
っ
た
証
拠
と
し
て
、
ま
た
赤
津
が
木
寺
宮
で
あ
る
と
し

て
、
後
々
ま
で
由
緒
を
規
定
し
続
け
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
家
臣
で

あ
っ
た
桜
井
家
の
由
緒
で
あ
り
、
入
野
本
所
方
へ
の
権
限
を
家
康
か
ら
認
め
ら
れ
た

こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
龍
雲
寺
に
は
家
康
が
「
大
宮
」
へ
寺
領

を
安
堵
し
た
判
物
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
龍
雲
寺
は
宛
所
の
局
を
不
明
と
し
、
明
治

に
な
っ
て
よ
う
や
く
家
康
と
木
寺
宮
の
「
懇
情
」
に
基
づ
く
由
緒
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

そ
の
一
方
で
徳
川
方
と
の
戦
い
は
、
木
寺
宮
家
臣
た
ち
の
由
緒
と
し
て
定
置
し
、
そ

れ
を
抜
き
に
木
寺
宮
の
由
緒
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
近
世
後
期
か
ら
天
皇
や
朝
廷
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
三
遠
南
信
地
域
で
は
宗

良
親
王
を
は
じ
め
と
す
る
南
朝
の
由
緒
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。「
風
土

記
伝
」
以
降
、
康
仁
親
王
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
く
が
、
朝
廷
の
由
緒
を
積
極

的
に
語
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
代
に
な
り
陵
墓
の
調
査
が
行
わ
れ
る
頃
に
は
、
康
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注（
１
）　
『
浜
松
市
史
』
一
、
浜
松
市
役
所
、
一
九
六
八
年
。

（
２
）　

赤
坂
恒
明
「
遠
州
木
寺
宮
考
」『
十
六
世
紀
史
論
叢
』
一
二
号
、
二
〇
一
九
年
。

（
３
）　

歴
史
学
研
究
会
編
『
由
緒
の
比
較
史
』
青
木
書
店　

二
〇
一
〇
年
。

（
４
）　
『
静
岡
県
史
』
８
、
静
岡
県
、
一
九
九
六
年
、
一
二
九
二
。
本
史
料
は
龍
雲
寺
由
緒
書
写
等
に
よ

る
。『
静
岡
県
史
料
』
五
（
静
岡
県
、
一
九
四
一
）
収
載
の
同
史
料
は
「
遠
江
国
風
土
記
伝
」
よ
り

採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

（
５
）　
『
静
岡
県
史
』
８
、一
三
一
三
。
龍
雲
寺
文
書
Ａ‒

１
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
村
孝
也
『
徳
川
家

康
文
書
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
八
年
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
。

（
６
）　
『
浜
松
市
史　

史
料
編
二
』、
浜
松
市
役
所
、
一
九
五
六
年
。

（
７
）　

赤
坂
、
前
掲
論
文
。

（
８
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
二
、
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五
年
。

（
９
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
六
、
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
。

（
10
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
二
。

（
11
）　
「
随
庵
見
聞
録
」
に
は
天
正
一
七
年
八
月
二
四
日
付
「
遠
州
入
野
本
所
方
百
姓
等
」
宛
の
徳
川
家

七
ヶ
条
定
書
も
収
載
さ
れ
る
が
、
龍
雲
寺
所
蔵
と
し
て
『
静
岡
県
史
料
』
に
収
載
さ
れ
る
同
文
書
は
、

天
正
一
七
年
七
月
七
日
付
で
あ
る
。

（
12
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
、
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
年
。

（
13
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
一
四
。
明
治
二
年
の
記
録
。

（
14
）　

相
田
二
郎
『
古
文
書
と
郷
土
史
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
七
三
年
。

（
15
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
三
。

（
16
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

三
一
。

（
17
）　
『
静
岡
県
史
料
』
龍
雲
寺
文
書
四
、
龍
雲
寺
文
書
Ｂ‒

２
。

（
18
）　

龍
雲
寺
文
書
Ａ‒

二
。

　
　
　
　
　

龍
雲
寺
領
之
事

遠
江
国
敷
知
郡
入
野
村
之
内
百
壱
石
所
寄
附
也
幷
山
林
竹
木
諸
役
令
免
許
訖
、
者
仏
事
勤
行
修

造
等
不
可
懈
怠
之
状
如
件

慶
長
八
年
十
一
月
廿
七
日

　

大
高
檀
紙
に
記
さ
れ
た
こ
の
文
書
は
、
朱
印
状
と
し
て
遜
色
な
い
が
、「
無
判
之
本
紙
」
と
い
う

よ
う
に
朱
印
は
捺
さ
れ
て
い
な
い
。
一
〇
一
石
の
根
拠
に
つ
い
て
は
天
正
一
八
年
の
寺
領
証
文
が
あ

る
が
写
で
あ
る
（
龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

四
）。
龍
雲
寺
の
寺
領
に
つ
い
て
は
、
慶
長
三
年
に
刑
部
左

近
・
刑
部
五
郎
か
ら
安
寧
寺
納
所
宛
に
一
四
石
三
斗
五
升
九
合
の
請
取
証
文
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
（
龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
六
）、
も
と
も
と
一
五
石
前
後
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
19
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
四
。

（
20
）　

内
山
真
龍
『
遠
江
国
風
土
記
伝
』
郁
文
舎
、
一
九
〇
〇
年
。

（
21
）　

同
右
。

（
22
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

二
一
。

（
23
）　
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
」
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
。

（
24
）　
「
武
徳
編
年
集
成
」
国
文
研
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
。

（
25
）　
「
群
雄
割
拠
録
」
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
一
五
一‒

〇
〇
六
二
。

（
26
）　

こ
こ
で
の
「
武
徳
編
年
集
成
」
は
「
群
雄
割
拠
録
」
が
引
用
し
た
記
事
で
あ
り
、
羽
田
野
が
閲
覧

し
た
の
は
「
群
雄
割
拠
録
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
武
徳
編
年
集
成
」
最
後
の
「
木
寺
ノ
宮
ハ

津
島
宮
ノ
御
後
裔
ニ
ヤ
」
は
も
と
も
と
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
群
雄
割
拠
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

（
27
）　
『
引
佐
町
史
』
下
巻
、
引
佐
町
、
一
九
九
三
年
。

仁
親
王
の
由
緒
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
戦
国
期
の
木
寺
宮
の
実
態
も
分
か
ら
ず
、

そ
の
子
ど
も
や
法
名
あ
る
い
は
塔
を
め
ぐ
っ
て
諸
説
錯
乱
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
そ
こ
に
は
、
単
に
荒
唐
無
稽
な
由
緒
を
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
残
さ

れ
た
資
料
の
断
片
を
集
め
、
組
み
立
て
直
そ
う
と
す
る
実
証
的
な
側
面
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
由
緒
は
徳
川
家
康
や
地
域
の
戦
国
大
名
な
ど
と
結
び
つ
き
、
自
ら
を

社
会
的
に
位
置
づ
け
た
り
、
既
特
権
を
主
張
し
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
木
寺
宮

の
場
合
、
康
仁
親
王
は
南
朝
に
つ
な
が
る
大
覚
寺
統
で
あ
り
な
が
ら
北
朝
方
の
廃
太

子
で
あ
り
、
戦
国
期
の
木
寺
宮
は
家
康
へ
敵
対
し
た
と
い
う
、
い
わ
ば
負
の
由
緒
で

あ
っ
た
。
加
え
て
、
仮
に
既
特
権
を
主
張
す
る
と
し
て
も
、
入
野
本
所
方
と
い
う
枠

組
み
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
近
世
期
に
は
近
隣
に
一
〇
か
ら
一
五
の
末
寺
を

持
つ
中
本
寺
の
立
場
に
あ
っ
た
龍
雲
寺
に
と
っ
て
、
木
寺
宮
の
由
緒
は
自
ら
声
高
に

語
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
桜
井
家
の
由
緒
を
基
に
し
た

木
寺
宮
の
由
緒
が
今
日
ま
で
機
能
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

近世遠江における親王由緒―木寺宮をめぐって―
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（
28
）　
『
法
令
全
書
』
博
聞
社
、
一
八
八
八
年
。

（
29
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
一
〇‒

二‒

一
三
。

（
30
）　

こ
の
時
奥
山
方
広
寺
も
「
後
醍
醐
帝
御
陵
・
同
皇
子
開
山
無
文
大
和
尚
御
墓
」
の
明
細
書
上
帳
を
浜

松
郡
役
所
へ
出
し
て
い
る
（
外
池
昇
「
遠
江
方
廣
寺
の
後
醍
醐
天
皇
陵
」『
調
布
日
本
文
化
』
一
〇
、

二
〇
〇
〇
年
）。

（
31
）　
「
浜
松
県
古
跡
・
社
寺
・
陵
墓
」
府
県
史
料
静
岡
三
二
、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。

（
32
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
一
〇‒

二‒

一
〇
。

（
33
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
一
〇‒

二‒

一
一
。

（
34
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

二
。

（
35
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

三
。

（
36
）　

木
宮
亮
邦
『
龍
雲
寺
史
談
』
西
湖
山
文
庫
、
一
九
六
八
年
。

（
37
）　
「
龍
雲
寺
由
緒
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
、
二
〇
一
五‒

四
一
二
。
朱
筆
と
思
わ
れ
る
部
分
は

小
さ
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
本
文
中
で
も
同
様
に
示
し
た
。
な
お
、
本
由
緒
で
は
、
孝
法
忠

和
尚
（
一
八
三
五
年
没
）、『
龍
雲
寺
史
談
』
で
は
鳳
髄
丹
和
尚
（
一
七
一
八
年
没
）
が
桜
井
家
の
出
身

と
い
う
。
龍
雲
寺
と
桜
井
家
の
つ
な
が
り
は
続
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
38
）　
「
龍
雲
寺
文
書
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
本
、
三
〇
七
一
．
五
四‒

七
九
。
木
寺
宮
に
つ
い
て
は
、

若
干
の
異
な
る
覚
が
二
点
掲
載
さ
れ
る
。

（
39
）　

赤
坂
恒
明
、
前
掲
注
（
２
）。

（
40
）　
『
静
岡
県
史
』
７
、三
三
二
二
。

（
41
）　
『
静
岡
県
史
』
８
、一
六
二
七
。
龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

一
七
。『
静
岡
県
史
』
で
は
、
袖
上
の
花
押
を
記
さ

ず
、「
文
書
袖
上
に
今
川
氏
真
の
も
の
に
似
る
花
押
が
あ
る
」
と
注
記
し
て
い
る
。

（
42
）　
『
雄
踏
町
誌
』
資
料
編
１
、
浜
名
郡
雄
踏
町
教
育
委
員
会
、
一
九
六
八
年
。

（
43
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
第
二
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
。

（
44
）　
『
龍
雲
寺
史
談
』
前
掲
。

（
45
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

八
四
。

（
46
）　

龍
雲
寺
文
書
Ｃ‒

五
四
。

（
47
）　

前
掲
注
（
37
）。

（
48
）　

同
右
。

（
49
）　

同
右
。

（
50
）　

夏
目
琢
史
『
近
世
地
方
寺
院
と
地
域
社
会
―
遠
州
井
伊
谷
龍
潭
寺
を
中
心
に
―
』
同
成
社
、

二
〇
一
五
年
。

The History of the Kideranomiya Royal Family in the Early Modern Era

静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.21　2020244



　Ryo-un-Ji Temple（龍雲寺） in Irino Village（入野村） in the Shikichi district of Totomi Prefecture was founded by Prince Yasuhito（康
仁親王）, grandson of Emperor Go-Nijo. Prince Yasuhito's descendent, Prince Kideranomiya（木寺宮）, lived in Irino village during the 
Warring States period, and although siding with the warlord Takeda clan to fight against the Tokugawa clan, he was allowed by Ieyasu 
to maintain control over Ryo-un-Ji Temple. Soon after, however, the Kideranomiya family died out. During the early Edo period, Ryo-
un-Ji Temple had no chief priest, making the circumstances of the Kideranomiya family at this time unclear. Therefore, the history of the 
Kideranomiya family has been reconstructed through the creation of historical topograpies, an examination of  documents during that 
period, and an investigation of mausoleums from the Meiji period. How the Kideranomiya family was understood and positioned during 
the early modern era will be discussed through an introduction of historical materials left at Ryo-un-Ji Temple.
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